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1

本
ほんきょうざい

教材は、文
も ん ぶ

部科
かがくしょう

学省が公
こ う ぼ

募する「令
れ い わ

和5（2023）年
ね ん ど

度ユネスコ活
か つ ど う ひ

動費補
ほ じ ょ

助金
きん

（SDGs達
たっせい

成の担
にな

い手
て

育
いくせい

成（ESD）推
すいしん

進事
じぎょう

業）」に採
さいたく

択された「ゲーミフィケーションを
活
かつよう

用したSDGs教
きょういく

育に関
かん

する学
がくしゅう

習コミュニティの活
か っ せ い か

性化と若
わかものかん

者間での学
まな

びあいの機
き か い

会
の創

そうしゅつ

出」で活用する補
ほ じ ょ

助教
きょうざい

材として作
さくせい

成しました。
この活動は、第

だい

１回
かい

ジャパンSDGsアワード内
ないかく

閣官
かんぼう

房長
ちょうかん

官賞
しょう

を受
じゅしょう

賞した金
かなざわ

沢工
こうぎょう

業
大
だいがく

学の「SDGsイノベーション教育カリキュラム」をベースとして開
かいはつ

発した、小
しょうがくせい

学生・
中
ちゅうがくせい

学生・・高
こうこう

校生
せい

向
む

けのSDGsゲーミフィケーション教材を活用できる教
きょういん

員を全
ぜんこく

国47
都
と ど う ふ け ん

道府県で育成することを目
め ざ

指して推進されています。
　　
本教材では、Beyond・SDGs人

じんせい

生ゲームの2021年
ねん

から2030年のゲーム前
ぜんはん

半に
登
とうじょう

場する「絆
きずな

カード」について詳
くわ

しく説
せつめい

明しています。（ゲーム後
こうはん

半に登場する「革
かくしん

新
カード」の説明については、革新カード編

へん

をご覧
らん

ください。）
Beyond・SDGs人生ゲームは、2021年から2030年の前半フェーズ、2031年から
2050年までの後半フェーズの2つに分

わ

かれています。
ゲーム前半では、プレイヤーたちはSDGsの目

もくひょう

標年
ねん

である2030年までに、協
きょうりょく

力し
てSDGsの17個

こ

のゴールを集
あつ

めることを目指します。SDGs達成に貢
こうけん

献する取
と

り組
く

み
を行

おこな

う組
そ し き

織とその取り組み内
ないよう

容が書
か

かれた「絆カード」を手に入
い

れることで、SDGsの
ゴールを集めていくことができます。「絆カード」に取り上

あ

げられている組織は、ジャパン
SDGs・アワードをはじめ、日

に ほ ん

本政
せ い ふ

府などの信
しんらい

頼のおける機
き か ん

関からSDGsの取り組みを
表
ひょうしょう

彰された実
じっさい

際の組織です。そして、2030年までに集めたゴールの数
かず

によって、ゲーム
後半の難

な ん い ど

易度が変
か

わります。
SDGsは、17のゴールと169のターゲットから構

こうせい

成されており、世
せかいじゅう

界中で多
た し ゅ た よ う

種多様
な取り組みが展

てんかい

開されています。日本においても取り組みは加
か そ く

速しており、全国で
先
せんしんてき

進的な取り組みが広
ひろ

がりを見せています。本教材を活用し、「絆カード」に記
き さ い

載され
ている組織を深

ふか

く知
し

ることで、SDGsに貢献している先進的な取り組みや自
じ ぶ ん

分たちが目
指すべき社

しゃかい

会に必
ひつよう

要な取り組みを理
り か い

解することができます。
調
しら

べ学習に活用することはもちろんのこと、ぜひSDGsアクションに取り組むための
ヒントとしても参

さんこう

考いただけますと幸
さいわ

いです。
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本書の内容はすべて、著作権法によって保護されています。著者および発行者の許可を得ず、転載、複写、複製等の利用はできません。
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「Beyond SDGs 人
じ ん せ い

生ゲーム」について

全
ぜんこく

国の小
しょうちゅうこう

中高で、主
おも

に総
そうごうてき

合的な学
がくしゅう

習の時
じ か ん

間や金
きんゆう

融教
きょういく

育、
キャリア教育で活

かつよう

用されています　

※「Beyond SDGs人生ゲーム」は、希
き ぼ う

望する全国の小中高などの教育機関に無
むしょう

償で配
は い ふ

布されています。

「Beyond SDGs人生ゲーム」は、金
か な ざ わ

沢工
こうぎょう

業大
だ い が く

学が株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社タカラトミーと共
きょうどう

同開
か い は つ

発
したゲーミフィケーション教

きょうざい

材です。
2030年

ね ん

を目
もくひょう

標年としたSDGsの達
た っ せ い

成と、その先
さ き

の2050年における「脱
だ つ た ん そ

炭素社
し ゃ か い

会」
「循

じゅんかんがた

環型社会」「自
し ぜ ん

然との共
きょうぞん

存社会」「ウェルビーイング社会」という4つの社会を内
な い ほ う

包
した、理

り そ う

想の未
み ら い

来の実
じ つ げ ん

現に関
か ん

する教育・学習を行
おこな

うための「人生ゲーム」です。
一
い っ ぱ ん て き

般的な「人生ゲーム」とは違
ちが

い、プレイヤー同
ど う し

士で協
きょうりょく

力することで理想の未来を目指
します。ゲームには、テラくん、りくちゃん、うみちゃん、そらちゃんという４人

に ん

のキャラク
ターが登

とうじょう

場し、プレイヤーは、このキャラクターたちが持
も

つ、ほかの人
ひ と

を助
た す

けることがで
きる特

と く し ゅ

殊能
のうりょく

力を活用しながら理想の未来の実現を目
め

指
ざ

します。
特殊能力はお金

か ね

を支
し は ら

払うことで使
つ か

えるようになるため、ここから、稼
か せ

いだお金を投
と う

資
し

す
ることでほかの人を支

し え ん

援し、社会を良
よ

くしていくことの重
じゅうようせい

要性を学
ま な

べます。これからの
時
じ だ い

代の金融教育の教材としても活用できるでしょう。
このゲームは、総

そ う む し ょ う

務省、文
も ん ぶ

部科
か が く し ょ う

学省などの政
せ い ふ

府機
き か ん

関や野
の む ら

村総
そ う ご う

合研
けんきゅうしょ

究所などの大
お お て

手シ
ンクタンクの資

し り ょ う

料を参
さ ん こ う

考に作
つ く

られているため、将
しょうらい

来起
お

こる可
か の う せ い

能性が高
た か

い出
で き ご と

来事や、開
か い

発
は つ

がすでに始
は じ

まっている未来の技
ぎ じ ゅ つ

術についても学ぶことができます。未来の知
ち し き

識を得
え

ることで、バックキャスティングを活用し、キャリア教育の充
じゅうじつ

実を図
は か

ることができます。
さらに、ゲームには、ジャパンSDGsアワード受

じゅしょう

賞組
そ し き

織など、最
さ い せ ん た ん

先端の組織の取
と

り組
く

み
も盛

も

り込
こ

まれているため、世
よ

の中
なか

で実
じ っ さ い

際に行われている優
すぐ

れたSDGsアクションを学ぶ
ことができます。
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本
ほ ん き ょ う ざ い

教材について

　本教材には、「Beyond・SDGs人
じんせい

生ゲーム」に登
とうじょう

場する「絆
きずな

カード（SDGsの先
せんしんてき

進的な取
と

り組
く

みが書
か

かれている組
そ し き

織）」の説
せつめい

明が1つにまとまっています。
　本教材は、「絆カード」に記

き さ い

載されている組織を知
し

り、学
まな

びを深
ふか

めることを目的としています。
本教材を活

かつよう

用することで、SDGsに貢
こうけん

献している先進的な取り組みや自
じ ぶ ん

分たちが目
め ざ

指すべき
社
しゃかい

会に必
ひつよう

要な取り組みを理
り か い

解することができます。
　補

ほ じ ょ

助教
きょうざい

材①「授
じゅぎょう

業カリキュラム編
へん

」の3時
じ げ ん め

限目では、興
きょうみ

味・関
かんしん

心があるSDGsゴールを調
しら

べて
くるという宿

しゅくだい

題があります。興味・関心があるSDGsゴールについて、どのような活
かつどう

動が取り組
まれているか調べる際

さい

に本教材を活用することができます。

本 教材の目
も く て き

的

●Beyond・SDGs人生ゲームに登場する「絆カード」を理解する。
●自分の興味・関心のあるSDGsゴールを見

み

つける。
●SDGsアクションを実

じ っ し

施する際のヒントにする。

本 教材を活用した学
がくしゅう

習目
もくひょう

標

みんなで楽
たの
しみながらSDGsについて学

まな
ぼう！

※詳
しょうさい

細は、補助教材①「授業カリキュラム編」P24をご覧
らん

ください。

時間 学習内容／学習活動 指導上の留意点／準備 評価規準（評価方法）

導
入（
12
分
）

学習内容
●SDGsとは何か、SDGsにおける重要な
概念の説明
学習活動
●SDGsは、2030年までに達成すべき、私
たちがこれからずっと発展していくために
目指す17のゴールであることを説明する。
（2分）
●『10歳からの図解でわかるSDGs「17の
目標」と「自分にできること」がわかる本』
のP34〜P67または、P25の表「各ゴー
ルの説明」を確認し、各ゴールの理想像と
具体的な課題を説明する。（7分）
●SDGsの理念「誰一人取り残さない」と
SDGsを達成するために重要な概念とな
るトレードオフについて説明する。（3分）

指導上の留意点
●P25の表「各ゴールの説明」に記載され
ているSDGsの説明を1つ1つ説明すると
時間がかかるため、複数個選択して説明
する。（表に★マークがついているゴール
がおすすめ）
●P25の表「各ゴールの説明」は、児童・生
徒が興味のあるゴールを把握するために
使用する。
準備
●『10歳からの図解でわかるSDGs「17の目
標」と「自分にできること」がわかる本』の
P34〜P67を確認しておく。または、本書
P25の表「各ゴールの説明」を確認しておく。

●SDGsとトレードオフを説明するためのス
ライドを用意しておく。

●SDGsの意味と成り立
ちを学ぶことができた
か(観察)

展
開（
28
分
）

学習内容
●身近な事例の説明
●SDGsのゴール間におけるトレードオフの
説明
学習活動
●身近な生活の中で発生しうるトレードオ
フをワークシートの事例を用いて説明す
る。（5分）
●事例のほかにどのようなトレードオフがあ
るかワークシートに記入する。（10分）
●P26のワークシートの事例を用いて、
SDGsのゴール間で発生しうるトレードオ
フを説明する。（5分）
●各ゴール間のトレードオフ関係を理解する
ため、ワークシートの問題を解く。（5分）
●トレードオフを解消するためには、イノベー
ション（新しいアイデア）が必要であるとい
うことを説明する。（3分）

指導上の留意点
●児童・生徒が自分で考えることによって、
トレードオフの関係性を見いだすことが
目的であるため、明確な回答やヒントは与
えない。

●自分のまわりにどのよ
うなトレードオフが存
在するかを理解するこ
とができたか（ワーク
シート）
●SDGsという大きな目
標に取り組む上でゴー
ル間に発生するトレー
ドオフを理解すること
ができたか（ワークシ
ート）

ま
と
め（
5
分
）

学習内容
●興味・関心があるSDGsのゴール、調べた
い内容の決定
学習活動
●これから調べてみたいSDGsのゴールをワ
ークシートに記入する。（5分）

（宿題：選んだSDGsのゴールについて調べ
てくる。その際、絆カードを説明している
別冊子で、気になるゴールの調べ学習に
活用することができる。）

指導上の留意点
●調べるゴールが決まらない場合は、自分
の好きなことに関係しているものを選んで
もらうように誘導する。

●自分が興味関心を持
っているSDGsのゴー
ルについて、把握する
ことができたか（ワー
クシート）

SDGsとは何か、SDGsを達成する上で重要な概念であるトレードオフについて学びます。
トレードオフについて詳しく学ぶ際には、「X（クロス）」を用いて学ぶことができます。

3時限（指導案）

24
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「Beyond SDGs人
じ ん せ い

生ゲーム」の
絆
きずな

カードの解
か い せ つ

説

ここからは、「Beyond SDGs人生ゲーム」の絆カードに記
き さ い

載された内
ないよう

容を
細
こま

かく解説していきます。絆カードに記載されたSDGsに達
たっせい

成に向
む

けて取
と

り
組
く

んでいる先
せんしんてき

進的な組
そ し き

織やその取り組みを知
し

ることができます。
SDGsアクションを考

かんが

える際
さい

にも使
つか

える知
ち し き

識です。
日
に ほ ん

本全
ぜんこく

国のSDGsに貢
こうけん

献している取り組みを知って、SDGsアクションを考え
る際のヒントにしてみましょう。
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絆
きずな

カードの解
か い せ つ

説ページの見
み か た

方

ここでは、Beyond・SDGs・人
じんせい

生ゲームに登
とうじょう

場する「絆カード」について詳
くわ

しく
説
せつめい

明しています。絆カードには、SDGs推
すいしん

進本
ほ ん ぶ

部主
しゅさい

催のジャパンSDGsアワード
受
じゅしょう

賞組
そ し き

織に加え、SDGsビジネスアワード受賞組織やイノベーション教
きょういく

育拠
きょてんこう

点校
受
じゅしょうこう

賞校など、SDGsの達
たっせい

成に貢
こうけん

献している先
せんしんてき

進的な取
と

り組
く

みが記
き さ い

載されています。
各
か く そ し き

組織がどのような組織なのか、また、どのような取
と

り組
く

みをしているのかについて
詳しく紹

しょうかい

介していきます。

5

絆
きずな

カードの解
か い せ つ

説

株式会社大川印刷（以
い か
下、大川印刷）は、ゴール7・13に取

と
り組

く
んでいます。大川印

刷は、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。大川印刷は、横

よこはまし
浜市で

印
いんさつ
刷の仕

し ご と
事をしています。具

ぐたいてき
体的には、環

かんきょう
境に正

ただ
しい印刷方

ほうほう
法を考

かんが
えています。たとえば、FSC®認

にんしょう
証（森

しんりん
林に関

かん
す

る認証）を受
う
けた紙

かみ
を使

つか
ったり、インキに石

せ き ゆ
油系

けい
のものを一

いっさい
切使わずに印刷したりする「環

かん
境
きょう
印
いんさつ
刷」に取り組んでい

ます。2019年
ねん
には太

たい
陽
ようこう
光発

はつでん
電や風

ふうりょく
力発

はつでん
電を使って、工

こうじょう
場のエネルギーを再

さいせい
生可

か の う
能なものに切

き
り替

か
えたことで、工

場では100%再生可能エネルギーを使っています。そのほかに「バナナペーパー」というバナナの茎
くき
の繊

せ ん い
維を使い、

和
わ し
紙の技

ぎじゅつ
術で作

つく
られた紙も活

かつよう
用しています。捨

す
てられるはずのバナナの茎を有

ゆうこう
効活

かつよう
用しているため、森林を守

まも
りな

がら、地
ちきゅう
球に正しい印刷ができています。

組織・取り組みの説明

組織の名前 組織・取り組み
の詳細

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社大
お お か わ

川印
い ん さ つ

刷

第
だい

2回
かい

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
とくべつ

別賞
しょう

）

株式会社虎屋本舗（以
い か
下、虎屋本舗）は、ゴール10・11に取

と
り組

く
んでいます。虎屋

本舗は、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。2020年

ねん
には、虎屋

本舗ができてから400年が経
た
ちました。広

ひろしまけん
島県にあるこのお店

みせ
は、子

こ
どもたちやおじいちゃん、おばあちゃんたちが

昔
むかし
の文

ぶ ん か
化を次

つぎ
の世

せ だ い
代に伝

つた
える活

かつどう
動をしています。具

ぐたいてき
体的には、みんなで一

いっしょ
緒にお菓

か し
子を作

つく
りながら、昔の文化を学

まな

び、新
あたら
しい文化をつくることです。虎屋本舗は、新しいことを始

はじ
めるための考

かんが
え方

かた
として、地

ち い き
域の特

とくちょう
徴を活

い
かして新し

いお客
きゃく
さんを呼

よ
ぶ活動をしています。瀬

せ と う ち
戸内という場

ば し ょ
所の島

しまじま
々で、「せとうち和

わ が し
菓子キャラバン」という活動をしてい

ます。この活動では、職
しょくにん
人さんが島を訪

おとず
れて、子どもたちとお菓子を作ります。そして、その地域の特

とくしょく
色をお菓子にし

てみんなで楽
たの
しみます。2017年には、お菓子教

きょうしつ
室を開

ひら
いて、約

やく
2,000人

にん
の人

ひと
が参

さ ん か
加しました。虎屋本舗は、昔から

の文化を大
たいせつ
切にしながら、新しい文化もつくることで、おじいちゃんやおばあちゃん、子どもたち、お菓子を作る人な

ど、お店と地域が協
きょうりょく
力して社

しゃかい
会に貢

こうけん
献しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前 組織・取り組み
の詳細

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社虎
と ら

屋
や

本
ほ ん ぽ

舗

第
だい

2回
かい

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
とくべつ

別賞
しょう

）

①絆カード画
が ぞ う

像 ③受
じゅしょうれき

賞 歴

⑤組織・取り組み
の説

せつめい
明

④組織・取り組み
の詳

しょうさい
細

②組織の名
な ま え

前

●本
ほんさっし
冊子の内

ないよう
容は、2023年

ねん
時
じて ん
点の取り組みであり、現

げんざい
在の取り組みと異

こと
なっている場

ば あ い
合がございます。
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絆
きずな

カードの解
か い せ つ

説

株式会社大川印刷（以
い か
下、大川印刷）は、ゴール7・13に取

と
り組

く
んでいます。大川印

刷は、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。大川印刷は、横

よこはまし
浜市で

印
いんさつ
刷の仕

し ご と
事をしています。具

ぐたいてき
体的には、環

かんきょう
境に正

ただ
しい印刷方

ほうほう
法を考

かんが
えています。たとえば、FSC®認

にんしょう
証（森

しんりん
林に関

かん
す

る認証）を受
う
けた紙

かみ
を使

つか
ったり、インキに石

せ き ゆ
油系

けい
のものを一

いっさい
切使わずに印刷したりする「環

かん
境
きょう
印
いんさつ
刷」に取り組んでい

ます。2019年
ねん
には太

たい
陽
ようこう
光発

はつでん
電や風

ふうりょく
力発

はつでん
電を使って、工

こうじょう
場のエネルギーを再

さいせい
生可

か の う
能なものに切

き
り替

か
えたことで、工

場では100%再生可能エネルギーを使っています。そのほかに「バナナペーパー」というバナナの茎
くき
の繊

せ ん い
維を使い、

和
わ し
紙の技

ぎじゅつ
術で作

つく
られた紙も活

かつよう
用しています。捨

す
てられるはずのバナナの茎を有

ゆうこう
効活

かつよう
用しているため、森林を守

まも
りな

がら、地
ちきゅう
球に正しい印刷ができています。

組織・取り組みの説明

組織の名前 組織・取り組み
の詳細

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社大
お お か わ

川印
い ん さ つ

刷

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

株式会社虎屋本舗（以
い か
下、虎屋本舗）は、ゴール10・11に取

と
り組

く
んでいます。虎屋

本舗は、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。2020年

ねん
には、虎屋

本舗ができてから400年が経
た
ちました。広

ひろしまけん
島県にあるこのお店

みせ
は、子

こ
どもたちやおじいちゃん、おばあちゃんたちが

昔
むかし
の文

ぶ ん か
化を次

つぎ
の世

せ だ い
代に伝

つた
える活

かつどう
動をしています。具

ぐたいてき
体的には、みんなで一

いっしょ
緒にお菓

か し
子を作

つく
りながら、昔の文化を学

まな

び、新
あたら
しい文化をつくることです。虎屋本舗は、新しいことを始

はじ
めるための考

かんが
え方

かた
として、地

ち い き
域の特

とくちょう
徴を活

い
かして新し

いお客
きゃく
さんを呼

よ
ぶ活動をしています。瀬

せ と う ち
戸内という場

ば し ょ
所の島

しまじま
々で、「せとうち和

わ が し
菓子キャラバン」という活動をしてい

ます。この活動では、職
しょくにん
人さんが島を訪

おとず
れて、子どもたちとお菓子を作ります。そして、その地域の特

とくしょく
色をお菓子にし

てみんなで楽
たの
しみます。2017年には、お菓子教

きょうしつ
室を開

ひら
いて、約

やく
2,000人

にん
の人

ひと
が参

さ ん か
加しました。虎屋本舗は、昔から

の文化を大
たいせつ
切にしながら、新しい文化もつくることで、おじいちゃんやおばあちゃん、子どもたち、お菓子を作る人な

ど、お店と地域が協
きょうりょく
力して社

しゃかい
会に貢

こうけん
献しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前 組織・取り組み
の詳細

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社虎
と ら

屋
や

本
ほ ん ぽ

舗

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）
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株式会社滋賀銀行（以
い か
下、滋賀銀行）は、ゴール8・17に取

と
り組

く
んでいます。滋賀銀行

は、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。滋賀銀行は、「まちの経

けいざい
済」や

「地
ちきゅう
球の環

かんきょう
境」、そして「たくさんの人

ひと
がいる社

しゃかい
会」を大

だ い じ
事に考

かんが
えています。そして、地

ち ほ う
方銀

ぎんこう
行として初

はじ
めてSDGsに貢

こうけん
献

するサービスを開
か い し
始しました。具

ぐたいてき
体的には、地球やまちの問

もんだい
題を解

かい
決
けつ
するような新

あたら
しい仕

し ご と
事を始

はじ
める人たちをお金

かね
で

助
たす
けるための新しいプランです。滋賀銀行では、まちの人たちが新しい仕事を始めるときに、お金の面

めん
で困

こま
らないよう

にサポートしています。さらに、会
かいしゃ
社がお金を借

か
りるときに、「SDGs賛

さんどうしょ
同書」というものをもらうプランも作

つく
りました。こ

れは、その会社がSDGsの目
もくひょう
標を大

たいせつ
切にしているかどうかを確

たし
かめるためのものです。このプランでは、滋賀銀行は、

受
う
け取

と
ったお金の一

いち ぶ
部を学

がっこう
校や困っている団

だんたい
体などに寄

き ふ
付しています。ほかには、いろいろな仕事をしている人たちが

SDGsに取り組めるよう、SDGsをわかりやすく説
せつめい
明したアニメを作って、誰

だれ
でも見

み
られるようにしています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社滋
し が

賀銀
ぎ ん こ う

行

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

SUNSHOW・GROUP［サンショウ・グループ］（以
い か
下、SUNSHOW・GROUP）は、

ゴール5・10に取
と
り組

く
んでいます。第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受

じゅしょう
賞

しました。SUNSHOW・GROUPは、家
いえ
を建

た
てたり、家のまわりをきれいにしたり、古

ふる
い家を直

なお
したりします。この

会
かいしゃ
社の人

ひと
たちは、みんなに「ありがとう」を感

かん
じながら、愛

あいじょう
情を持

も
ってものを作

つく
ることを大

たいせつ
切にしています。特

とく
に、

「SUNSHOW夢
ゆめ
ハウス」というプロジェクトは、お金

かね
が少

すく
ない家

か ぞ く
族や、外

がいこく
国から来

き
た家族が、自

じ ぶ ん
分たちの家を持

も
て

るようにするための活
かつどう
動です。この活動をすることで、家族がもっと幸

しあわ
せに暮

く
らせるようになり、また、子

こ
どもたちが

夢を持って学
まな
ぶことができるようになります。さらに、女

じょせい
性がもっと活

かつやく
躍できるように会社の中

なか
で「チーム夢

ゆ め こ
子」とい

うグループを作り、会社の中の困
こま
りごとを解

かいけつ
決しています。このグループでは、子どもの遊

あそ
ぶスペースを作ったこと

で、子どもと一
いっしょ
緒に会社に行

い
くことができます。また、家族と過

す
ごす時

じ か ん
間を大

だ い じ
事にしてほしいので、会社を休

やす
みたいと

きに休めるようにしたり、がんばった人をほめたりする仕
し く
組みも作っています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

SUNSHOW GROUP
［サンショウ グループ］

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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産科婦人科舘出張・佐藤病院は（以
い か
下、佐藤病院）、ゴール3・4に取

と
り組

く
んでいます。

佐藤病院は、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。佐藤病院は、江

え ど
戸

時
じ だ い
代からずっと、女

じょせい
性の健

けんこう
康を守

まも
るための病院として活

かつどう
動してきました。佐藤病院は、すべての女性が元

げ ん き
気で、次

つぎ
の

世
せ だ い
代も健康で生

う
まれてくることを願

ねが
っています。特

とく
に、スポーツをする女性や、これからお母

かあ
さんになる女性の健康を守

ることに力
ちから
をいれています。病院の中

なか
で、どのように目

もくひょう
標を実

じつげん
現するかやSDGsに取り組むときの5つの大

たいせつ
切なルールを

決
き
めました。このルールでは、「できるかどうか」よりも、「やったほうが良

よ
いこと」を大切に考

かんが
えます。新

あたら
しい医

いりょう
療の技

ぎじゅつ
術

やもっと良
よ
い設

せ つ び
備を整

ととの
えること、病院の人

ひと
たちが勉

べんきょう
強すること、女性の生

せいかつ
活をより良くするためのサポートをしていくこ

となどがそのルールに含
ふく
まれています。このルールをもとに、病院で働

はたら
くすべての人たちが、近

ちか
くの地

ち い き
域の人たちや役

やくしょ
所

や会
かいしゃ
社とも協

きょうりょく
力しながら、次の世代の子

こ
どもたちが元気になれるような社

しゃかい
会をつくることを目

め ざ
指しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

産
さ ん

科
か

婦
ふ

人
じ ん

科
か

舘
た て

出
で ば り

張 佐
さ と う

藤病
び ょ う い ん

院

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

山陽学園中学校・高等学校地歴部は、ゴール12・14に取
と
り組

く
んでいます。山陽学園

中学校・高等学校地歴部は、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。

山陽学園中学校・高等学校地歴部は、2008年
ねん
から瀬

せ と な い か い
戸内海の汚

よご
れた海

うみ
をきれいにする活

かつどう
動を始

はじ
めました。瀬戸内

海は、出
しゅつにゅうぐち
入口が閉

と
じたような場

ば し ょ
所にあり、ごみが外

そと
に出

で
にくくなっているため、海の底

そこ
や島
しまじま
々の辺

あた
りにごみがたくさん

集
あつ
まってしまいます。生

せ い と
徒たちは、船

ふね
に乗

の
って海の底に沈

しず
んでいるごみを拾

ひろ
う活動をしています。船の上

うえ
で、ごみをきれ

いに分
ぶんべつ
別して、どこから来

き
たのかやいつからあったのかなどを調

しら
べます。そして、その情

じょうほう
報を新

しんぶん
聞やテレビ、会

か い ぎ
議などで

たくさんの人
ひと
に伝
つた
えています。山陽学園中学校・高等学校地歴部は、近

ちか
くの人

ひとびと
々と一

いっしょ
緒に、自

じぶ ん
分たちの得

と く い
意なことを活

い

かして、環
かんきょう
境問

もんだい
題について考

かんが
える活動をしています。そして、環境問題をたくさんの人に伝える活動をしています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

山
さ ん よ う

陽学
が く え ん

園中
ち ゅ う が っ こ う

学校・高
こ う と う

等学
が っ こ う

校地
ち

歴
れ き

部
ぶ

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細



9

魚町商店街振興組合（以
い か
下、魚町商店街）は、ゴール4・11に取

と
り組

く
んでいます。魚

町商店街は、第3回ジャパンSDGsアワードでSDGs推進本部長（内閣総理大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。魚町商店街

は、日
にほ ん
本で初

はじ
めて「SDGs商店街」になることを決

き
めました。魚町商店街では、「みんなを幸

しあわ
せにする」イベントやお店

みせ

をたくさんの人
ひと
たちと一

いっしょ
緒に作

つく
っています。たとえば、ホームレスの人や身

か ら だ
体が不

ふ じ ゆ う
自由な人たちのために役

や く だ
立つ活

かつどう
動

や食
た
べ物

もの
を無

む だ
駄にしないための活動をしています。さらに、地

じ も と
元の野

や さ い
菜を使

つか
ったお店もあります。そして、太

たいようこう
陽光パネ

ルを設
せ っ ち
置して商店街の電

で ん き
気を使う取り組みやバスや電

でんしゃ
車などの公

こうきょう
共交

こうつう
通機

き か ん
関で来

く
るお客

きゃく
さんを増

ふ
やす取り組みも

しています。古
ふる
い家

いえ
や建

たてもの
物をきれいに直

なお
して、新

あたら
しいお店や会

かいしゃ
社を作ることも考

かんが
えています。そのほかにも、若

わか
い人や

お母
かあ
さんたちが働

はたら
きやすいように環

かんきょう
境の整

せ い び
備もしています。魚町商店街でのがんばりを、動

ど う が
画でも紹

しょうかい
介しています。

この動画は第1回SDGsクリエイティブアワードでゴールドアワードを受賞しました。また、この商店街でどのような
ことをしているのかを見

み
てもらうための見

けんがく
学コースも作り、SDGsに興

きょうみ
味がある人たちに伝

つた
えています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

魚
う お

町
ま ち

商
し ょ う て ん が い

店街振
し ん こ う

興組
く み あ い

合

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs推

す い し ん

進本
ほ ん

部
ぶ ち ょ う

長（内
な い か く

閣総
そ う り

理大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

株式会社フジテレビジョン（以
い か
下、フジテレビ）は、ゴール4・17に取

と
り組

く
んでいま

す。フジテレビは、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。フジテレビ

の大
おお
きな目

もくひょう
標は、多

おお
くの人

ひと
に大

たいせつ
切なことを伝

つた
えて、みんなの気

き も
持ちや考

かんが
えを変

か
えることです。テレビは、たくさんの人

に情
じょうほう
報を届

とど
けることが得

と く い
意です。そこで、フジテレビは、「フューチャーランナーズ～17の未

み ら い
来～」という番

ばんぐみ
組を作

つく
り

ました。この番組は、世
せ か い
界を良

よ
くするためにがんばっている人たちを紹

しょうかい
介しています。この番組は、2018年

ねん
7月
がつ
から

始
はじ
まり、今

いま
も続
つづ
いています（2023年9月30日

にち
時
じ て ん
点）。この番組を通

つう
じて、フジテレビは、もっと多くの人に「SDGs」と

いう大切な目標を知
し
ってもらいたいと思

おも
っています。そして、みんなにその目標を身

み ぢ か
近に感

かん
じてもらい、行

こうどう
動を起

お
こし

てもらいたいと願
ねが
っています。番組の中

なか
では、いろいろな人の考えや立

た ち ば
場を紹

しょう
介
かい
しています。その中で、みんなが仲

なか よ
良

くし、支
ささ
えあいながら生

せいかつ
活できる社

しゃかい
会について伝えています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社フジテレビジョン

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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特定非営利活動法人TABLE・FOR・TWO・International［テーブルフォートゥーイン

ターナショナル］（以
い か
下、TABLE・FOR・TWO）は、ゴール2・4に取

と
り組

く
んでいます。TABLE・FOR・TWOは、第3回ジャ

パンSDGsアワードでSDGs副本部長（外務大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。TABLE・FOR・TWOは、日

にほん
本のおにぎりに着

ちゃくもく
目し

て世
せか い
界を良

よ
くしようとしました。TABLE・FOR・TWOの「おにぎりアクション」という活

かつどう
動は、おにぎりの写

しゃしん
真をインター

ネットに投
とうこう
稿すると、アフリカやアジアの子

こ
どもたちに給

きゅうしょく
食が送

おく
られる仕

し く
組みです。1枚

まい
の写真で、5食

しょくぶん
分の給食が子ど

もたちに届
とど
けられます。この給食のお金

かね
は、この活動に協

きょうりょく
力してくれる会

かいしゃ
社やまちが出

だ
してくれています。この方

ほうほう
法で、た

くさんの人
ひと
が写真を投稿することで、世界の子どもたちが給食を食

たべ
べることができ、おなかを空

す
かせることなく、学

がっこう
校

にも行
い
けるようになりました。これにより、子どもたちが健

けんこう
康になり、学校への出

しゅっせきりつ
席率も良

よ
くなっています。おにぎりアク

ションに参
さん か
加することで、たくさんの人が、世界の問

もんだい
題について考

かんが
えるようになり、勉

べんきょう
強することの大

たいせつ
切さを知

し
りました。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

特
と く て い

定非
ひ

営
え い

利
り

活
か つ ど う

動法
ほ う じ ん

人 
TABLE FOR TWO International

［テーブルフォートゥーインターナショナル］

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

九州力作野菜／果物®プロジェクト・イオン九
きゅうしゅう
州株

かぶしき
式会

がいしゃ
社／味

あじ
の素
もと
株
かぶしき
式会

がいしゃ
社等

など
（以

い か
下、

九州力作野菜／果物®プロジェクト）は、ゴール2・7に取
と
り組

く
んでいます。九州力作野菜／果物®プロジェクトは、第3回

ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（内閣官房長官）賞を受
じゅしょう
賞しました。このプロジェクトの取り組みは、地

ちい き
域循

じゅんかん
環

の農
のうぎょう
業をすることで「化

かせ き
石燃

ねんりょう
料の使

し
用
ようりょう
量とCO2の排

はいしゅつりょう
出量削

さくげん
減」につながっています。アミノ酸

さん
を製
せいぞう
造したときに残

のこ
る発
はっこう
酵

副
ふくせい
生バイオマス（残

ざん さ
渣）は、これまで化石燃料を使った方

ほうほう
法で乾

かんそう
燥し、肥

ひりょう
料を作

つく
っていました（この方法では、大

たいきちゅう
気中に

CO2が排出されていました）・。このことから、発
はっこう
酵副

ふく
生
せい
バイオマス（残渣）の活

かつよう
用をそのまま「たい肥

ひ
」の材

ざいりょう
料へ切

き
り替

か
える

ことで、環
かんきょう
境への負

ふ か
荷を減

へ
らすことが可

かの う
能になりまた。この方法でできた「たい肥」は、良

よ
い土
つちづく
作りに役

やく だ
立ち、元

げん き
気な野菜・

果物を栽
さいばい
培する土

どだい
台になっています。また、九州力作野菜／果物®プロジェクトの取り組みは、約

やく
60の組

そし き
織が関

かか
わり、環境

にやさしい栽培でできた農
のうさんぶつ
産物の販

はんばい
売を増

ふ
やすことで、九州の農

のうか
家を元気にしています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

九
きゅうしゅう

州力
り き さ く

作野
や さ い

菜/果
く だ も の

物Ⓡプロジェクト
イオン九

きゅうしゅう

州株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社/味
あ じ

の素
も と

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社等
な ど

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん

本部
ぶ ち ょ う

長（内
な い か く

閣官
か ん ぼ う

房長
ちょうかん

官）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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日本リユースシステム株式会社（以
い か
下、NRS）は、ゴール3・12に取

と
り組

く
んでいます。

NRSは、第3回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。NRSは、「捨

す
てさせ

ない屋
や
」として国

こくないがい
内外で使

つか
わなくなったモノ・コトを世

せかいじゅう
界中で活

い
かすという仕

し ご と
事を行

おこな
っています。NRSの活

かつどう
動の1つ

に「古着deワクチン」という活動があります。家
いえ
や会

かいしゃ
社にある使っていない服

ふく
やカバン・靴

くつ
を集

あつ
めて、それを売

う
ること

で、開
かいはつ
発途

とじょう
上国

こく
（ミャンマー・ラオス・ブータン・バヌアツ）の子

こ
どもたちにポリオワクチンを贈

おく
ることができます。この

活動は、子どもたちがポリオという病
びょうき
気にならないようにするために行っています。また国内外の障

しょう
がいのある方

かた
の

仕事にもつながります。NRSはこの活動を進
すす
めるために、たくさんの人

ひと
や団

だんたい
体とともに取り組んでいます。そして、ポ

リオの感
かんせんしょう
染症が世界からなくなることを目

め ざ
指してがんばっています。（2023年

ねん
11月

がつ
時
じ て ん
点）。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

日
に ほ ん

本リユースシステム株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社
古
ふ る ぎ

着d
で

eワクチン

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

株式会社富士メガネ（以
い か
下、富士メガネ）は、ゴール1・3に貢

こうけん
献しています。富士メ

ガネは、第3回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（外務大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。富士メガネは、1983年

ねん

から難
なんみん
民や国

こくない
内避

ひ
難
なん
民
みん
が避難している場

ば し ょ
所に行

い
って、無

むりょう
料でメガネを届

とど
けています。この活

かつどう
動は、遠

とお
くの国

くに
に行って

人
ひとびと
々の目

め
をチェックし、その人に合

あ
うメガネをプレゼントするというものです。これまでに、合

ごうけい
計で201人

にん
の社

しゃいん
員がこ

の活
かつどう
動に参

さ ん か
加して、181,540組

くみ
の新
あたら
しいメガネを世

せかいじゅう
界中の難民・国内避難民にプレゼントしてきました（2023年

11月
がつ
時
じ て ん
点）。また、2006年には、国

こくれん
連難

なんみん
民高

こうとう
等弁

べんむかん
務官事

じ む し ょ
務所（UNHCR）という大

おお
きな組

そ し き
織から、ナンセン難

なんみん
民賞

しょう

（難民を助
たす
けた人に送

おく
られる賞）をもらいました。そして、UNHCRと一

いっしょ
緒に、40年以

いじょう
上も人々を助けてきました。富

士メガネのすべてのお店
みせ
には、募

ぼきんばこ
金箱が設

せ っ ち
置されていて、そのお金

かね
は難民の人たちを助けるために使

つか
われています。

富士メガネでは、遠くの国の人たちを助ける活動をしながら、視
しりょく
力を守

まも
るための技

ぎじゅつりょく
術力も高

たか
めています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社富
ふ じ

士メガネ

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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みんな電力［株
かぶしき
式会

かいしゃ
社UPDATER］（以

い か
下、みんな電力）はゴール7・13に取

と
り組

く
んで

います。みんな電力は、第4回ジャパンSDGsアワードでSDGs推進本部長（内閣総理大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。みんな

電力は、自
しぜ ん
然の力

ちから
で作

つく
られる電

で ん き
気、つまり「再

さいせい
生可

か の う
能エネルギー」を届

とど
けています。そして技

ぎじゅつ
術を活

かつよう
用して、「どこで」「ど

れだけ」電気が作られて、「誰
だれ
が」その電気を使

つか
っているのかをわかるようにしています。これを「顔

かお
の見

み
える電力」と呼

よ

んでいます。実
じっさい
際に、青

あおもりけん
森県の横

よこはまちょう
浜町で風

かぜ
の力で電気を作って、それを神

かな が わ け ん
奈川県横

よこはまし
浜市にある15の事

じ
業
ぎょうしゃ
者に送

おく
ってい

ます。「横
よこよこ
横プロジェクト」と呼ばれるこのプロジェクトでは、地

ち い き
域の電気を使って、地域を元

げ ん き
気にし、自然を守

まも
ることを

目
め ざ
指しています。みんな電力を提

ていきょう
供している株式会社UPDATERは、「顔の見える電力」から「顔の見えるライフスタイ

ル」へと事
じぎょう
業の範

は ん い
囲を広

ひろ
げています。電力以

いが い
外にも、空

くう き
気や森

しんりん
林、土

どじょう
壌、サステナブルな消

しょうひ
費を実

じつげん
現する事業も行

おこな
ってい

ます。さまざまな視
して ん
点から、持

じぞ く
続可能な社

しゃかい
会をつくるためのアップデートをしたいと考

かんが
えています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

みんな電
で ん り ょ く

力

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs推

す い し ん

進本
ほ ん

部
ぶ ち ょ う

長（内
な い か く

閣総
そ う り

理大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

徳島県上板町立高志小学校（以
い か
下、高志小学校）は、ゴール4・12に取

と
り組

く
んでい

ます。高志小学校は、第3回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。高志小

学校の先
せんせい
生や児

じ ど う
童たちは、服

ふく
や食

た
べものについて、大

たいせつ
切に使

つか
うことを学

まな
んでいます。そして、自

しぜ ん
然や動

どうぶつ
物、植

しょくぶつ
物の命

いのち
を

大切にすることを一
いっしょ
緒に学ぶためのプロジェクトを始

はじ
めました。学校だけではなく、地

ち い き
域の人

ひと
たちやお店

みせ
、団
だんたい
体と一

緒に、自然を感
かん
じる活

かつどう
動や社

しゃかい
会を学ぶ活動をしています。たとえば、地

ち い き
域のおいしい野

や さ い
菜や果

くだもの
物を使って、新

あたら
しいレ

シピを考
かんが
えたり、食べものを無

む だ
駄にしないように有

ゆうこう
効活

かつよう
用したりしています。高志小学校では、スーパーなどで売

う
る

ための大
おお
きさや形の基

きじゅん
準を満

み
たしていない野菜を集

あつ
めて、学校の給

きゅうしょく
食に使っています。このような活動を通

とお
して、食

べものの大切さを学んでいます。また、給食を作
つく
るときに、野菜の皮

かわ
をむかずにそのまま使ったり、野菜の芯

しん
も使った

りして、食べものの無駄を減
へ
らしています。この工

く ふ う
夫で、4ヶ月

げつ
で約

やく
1トンの食

しょくひん
品ロスを減らしました。このように、高

志小学校では、身
み ぢ か
近なことから学びながら地域や自然を大切にする活動に取り組んでいます。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

徳
と く し ま け ん

島県上
か み い た

板町
ち ょ う り つ

立高
た か

志
し

小
し ょ う が っ こ う

学校

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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特定非営利活動法人Support・for・Woman’s・Happiness［サポートフォーウー

マンズハピネス］（以
い か
下、Support・ for・Woman’s・ Happiness）は、ゴール5・8に取

と
り組

く
んでいます。Support・

for・Woman’s・Happinessは、第4回ジャパンSDGsアワードでSDGs推進副本部長（外務大臣）賞を受
じゅしょう
賞しまし

た。Support・for・Woman’s・Happinessの目
もくひょう
標は、世

せかいじゅう
界中の女

じょせい
性が自

じ ぶ ん
分らしく生

い
きられるように手

て つ だ
伝うことです。

女性が自分でお金
かね
を稼

かせ
ぐことができるように、仕

し ご と
事の勉

べんきょう
強や新

あたら
しい技

ぎじゅつ
術を教

おし
えています。特

とく
に、ラオスで、身

しんたい
体に障

しょう

がいを持
も
っている人

ひと
たちが働

はたら
ける場

ば し ょ
所を作

つく
りました。この場所で、ラオスの伝

でんとうてき
統的な布

ぬの
と日

に ほ ん
本の技術を組みあわせ

て、品
ひんしつ
質の高

たか
いお土

み や げ
産を作っています。このお土産は、とても人

に ん き
気があり、日本の大

おお
きなお店

みせ
でも売

う
られています。こ

の仕事は女性が中
ちゅうしん
心になっていて女性が活

かつやく
躍できる場所を生

う
み出

だ
しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

特
と く て い

定非
ひ

営
え い

利
り

活
か つ ど う

動法
ほ う じ ん

人 
Support for Woman’s Happiness

［サポートフォーウーマンズハピネス］

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs推

す い し ん

進副
ふ く ほ ん

本部
ぶ ち ょ う

長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

北海道上士幌町（以
い か
下、上士幌町）はゴール7・11に取

と
り組

く
んでいます。上士幌町

は、第4回ジャパンSDGsアワードでSDGs推進副本部長（内閣官房長官）賞を受
じゅしょう
賞しました。上士幌町では、牛

うし
の

うんちとおしっこを肥
ひりょう
料にして農

のうぎょう
業に使

つか
ったり、バイオガス発

はつでん
電で作

つく
った電

で ん き
気を使ったりして循

じゅんかんがた
環型社

しゃかい
会や脱

だつたんそ
炭素

社
しゃかい
会の実

じつげん
現に貢

こうけん
献しています。食

しょくりょう
料自

じきゅうりつ
給率は約

やく
4,200%、バイオガス発電によるエネルギー自給率は約100%

（一
いっぱん
般家

か て い
庭、町

ちょうない
内主

しゅよう
要施

し せ つ
設の消

しょうひ
費電

でんりょく
力想

そうてい
定）であり、たくさんの食

た
べものや電気を自

じ ぶ ん
分たちだけで作っています。上

士幌町では、酪
らくのうか
農家がたくさんの牛を飼

か
っているため、たくさん出

で
るうんちとおしっこをどう処

し ょ り
理するかという問

もんだい
題

がありました。そこで、そのうんちとおしっこを使って電気を作る「畜
ちくさん
産バイオガス発電」に取り組むことにしました。

これにより、うんちやおしっこの問題も解
かいけつ
決されただけでなく、電気も作ることができるようになりました。このまち

では授
じゅぎょう
業や観

かんこう
光ツアーを通

とお
して、どのように電気や食べものを作っているのかを多

おお
くの人

ひと
に伝

つた
えています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

北
ほ っ か い ど う

海道上
か み

士
し

幌
ほ ろ

町
ちょう

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs推

す い し ん

進副
ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（内
な い か く

閣官
か ん ぼ う

房長
ちょうかん

官）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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NAGANO・ SDGs・ PROJECTは、ゴール4・17に取
と
り組

く
んでいます。NAGANO・

SDGs・ PROJECTは、第4回ジャパンSDGsアワードで、SDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。

「NAGANO・SDGs・ PROJECT」は、SDGsについて知
し
ってもらい、学

まな
び、考

かんが
え、実

じっこう
行してもらうことを活

かつどう
動のテー

マとしており、長
な が の
野県

けんない
内で「SDGsをふまえて考え、行

こうどう
動できる人

じんざい
材」を育

そだ
てることを目

もくてき
的にしています。私

わたし
たちの力

ちから
だ

けでは足
た
りないため、たくさんの企

きぎょう
業や団

だんたい
体に協

きょうりょく
力してもらいながら、子

こ
どもたちを対

たいしょう
象にしたSDGsの出

で ま え
前授

じゅぎょう
業の

開
かいさい
催や、地

じ も と
元の小

しょうちゅう
中学

がくせい
生とのタイアップ企

き か く
画、子どもたちから大

お と な
人への提

ていあん
案の募

ぼしゅう
集などさまざまな活動を行

おこな
ってい

ます。子どもたちは活動の中
なか
で企業・行

ぎょうせい
政・地

ち い き
域・家

か て い
庭・世

せ か い
界と関

かか
わり、大人たちも巻

ま
き込

こ
んでいきます。SDGsの波

なみ

がより大
おお
きくなるようにWEBサイトやメールマガジン、新

しんぶん
聞広

こうこく
告などの広

こうほう
報にも力を入

い
れています。まずは日

にちじょう
常で簡

かん

単
たん
にできることから少

すこ
しずつ取り組み、大きな動

うご
きにつながるよう信

しんしゅう
州からアクションを広

ひろ
げていきます。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

NAGANO SDGs PROJECT
［ナガノ エスディージーズ プロジェクト］

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

特定非営利活動法人テラ・ルネッサンス（以
い か
下、テラ・ルネッサンス）は、ゴール1・

17に取
と
り組

く
んでいます。テラ・ルネッサンスは、第4回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（外務大臣）賞を

受
じゅしょう
賞しました。テラ・ルネッサンスは、アジアやアフリカの国

くにぐに
々で、戦

せんそう
争の問

もんだい
題を解

かい
決
けつ
するために活動しています。たと

えば、戦争でケガをした人
ひと
や、戦争に出

で
た子

こ
どもたちを助

たす
けています。戦争の中

なか
で大

たいへん
変な思

おも
いをした人たちが、元

もと
の

生
せいかつ
活に戻

もど
れるように、さまざまなサポートをしています。それだけでなく、日

にほ ん
本にいる私

わたし
たちに戦争の問題について伝

つた

えるため、さまざまな活動をしています。たとえば、「ケータイforコンゴ」という活動があります。この活動では、使
つか
わ

れていない携
けいたい
帯電

で ん わ
話を集

あつ
めて得

え
られたお金

かね
で、コンゴの戦争で困

こま
っている子どもたちを助ける活動をしています。テ

ラ・ルネッサンスは、困っている人たちを助けるために、いろいろな国や人たちと協
きょうりょく
力して活動をしています。戦争の

問題を一
ひ と り
人で解決することはできないので、みんなで力

ちから
をあわせて平

へ い わ
和な世

せ か い
界をつくろうとしています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

特
と く て い

定非
ひ

営
え い

利
り

活
か つ ど う

動法
ほ う じ ん

人
テラ・ルネッサンス

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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株式会社エムアールサポート（以
い か
下、エムアールサポート）は、ゴール10・11に取

と
り

組
く
んでいます。エムアールサポートは、第4回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受

じゅしょう
賞

しました。エムアールサポートは、道
ど う ろ
路を修

しゅうり
理する仕

し ご と
事をしています。道

ど う ろ
路修

しゅうり
理は危

き け ん
険なことが多

おお
いため、みんなが

安
あんぜん
全に働

はたら
けるようコンピュータを使

つか
った道路修理の方

ほうほう
法を考

かんが
えました。この新

あたら
しい方法のおかげで、重

じゅう
大
だい
事
じ こ
故が

減
へ
ったことはもちろんのこと、今

いま
まで道路修理の仕事ができなかった人

ひと
たちも、この仕事を始

はじ
めることができるよう

になりました。たとえば、未
みけいけんしゃ
経験者や身

か ら だ
体が不

ふ じ ゆ う
自由な人、女

じょせい
性もこの仕事ができるようになりました。エムアールサ

ポートは、コンピュータを活
かつよう
用するだけでなく、いろいろな人が関

かか
わる多

た よ う
様な働

はたら
き場

ば し ょ
所を作

つく
ることで、働く人にとって

も使う人にとっても安全な道路を作っています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社エムアールサポート

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

ふくしま未来農業協同組合は、ゴール2・11に取
と
り組

く
んでいます。ふくしま未来農業

協同組合は、第4回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。ふくしま未来農

業協同組合は、福
ふくしまけん
島県で起

お
きた大きな災

さいがい
害時

じ
にはおにぎりなどを作

つく
り、地

ち い き
域住

じゅうみん
民を助

たす
ける活

かつどう
動をしています。2020

年
ねん
には、コロナ禍

か
に直
ちょくめん
面している福

ふくしま
島大

だいがく
学の学

がくせい
生へ地

じ も と
元の農

の う か
家さんが作ったお米

こめ
をプレゼントしました。その後

ご
、

大
だいがくせい
学生が農家さんを手

て つ だ
伝いに行

い
くなどお互

たが
い助けあっています。また、この組合の女

じょせいぶ
性部という組

そ し き
織に在

ざいせき
籍してい

る人
ひと
たちは、エコバッグやマスクを作り、地域の子

こ
どもやおじいちゃん、おばあちゃんにプレゼントしています。災害

やコロナ禍でも、誰
だれ
一
ひ と り
人取り残

のこ
さず「食

しょく
」と「農

のう
」を軸

じく
とした復

ふっこう
興活動で福島県の人

ひとびと
々を支

ささ
えています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

ふくしま未
み ら い

来農
の う ぎ ょ う

業協
き ょ う ど う

同組
く み あ い

合

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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川崎市立平間小学校（以
い か
下、平間小学校）は、ゴール4・17に取

と
り組

く
んでいます。

平間小学校は、第4回ジャパンSDGsアワードで、SDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。平間小学

校は、子
こ
どもたちの自

じ し ん
信と、学

がっこう
校や地

ち い き
域への誇

ほこ
りを育

はぐく
むことを目

もくてき
的に「自

じ ぶ ん
分をつくり私

わたし
たちのまちや学校をみんなで

作
つく
り上

あ
げていく」という合

あいことば
言葉（平間プライド）のもと、SDGsに取り組んでいます。たとえば、子どもたちはお父

とう
さん

やお母
かあ
さんと一

いっしょ
緒に「多

た ま
摩川

がわ
ガタガタ探

たんけんたい
検隊」という活

かつどう
動を行

おこな
い、川の水

すいしつ
質や歴

れ き し
史を学

まな
んでいます。さらに、商

しょうてんがい
店街

でお祭
まつ
りのようなイベントを子どもたちだけで企

き か く
画して、お金

かね
の使

つか
い方

かた
や経

けいざい
済についても学んでいます。また、「平

間SDGsフェス」というイベントを開
ひら
いて、地域のお店

みせ
と一緒にSDGsのテレビコマーシャルを作り、学んだことをた

くさんの人
ひと
に伝

つた
えています。平間小学校の子どもたちは、学んだことを家

か ぞ く
族やまちの人と共

きょうゆう
有して、みんなと一緒に

SDGsに取り組んでいます。これらの取り組みは、川崎市だけでなく、日
にほ ん
本全

ぜんこく
国にも伝えられています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

川
か わ さ き

崎市
し

立
り つ

平
ひ ら

間
ま

小
し ょ う が っ こ う

学校

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

阪急阪神ホールディングス株式会社（以
い か
下、阪急阪神ホールディングス）は、ゴール

7・11に取
と
り組

く
んでいます。阪急阪神ホールディングスは、第4回ジャパンSDGsアワードで、SDGsパートナーシッ

プ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。阪急阪神ホールディングスグループは、「阪急阪神・未

み ら い
来のゆめ・まちプロジェクト」

という社
しゃかい
会貢

こうけん
献活

かつどう
動に取り組んでいます。目

もくてき
的は、「未来にわたり住

す
みたいまち」をつくることです。その取り組みの

1つとして、「SDGsトレイン・未来のゆめ・まち号
ごう
」という電

でんしゃ
車を走

はし
らせています。この電車は、日

にほ ん
本で初

はじ
めてSDGsを

テーマにしたもので、電車の中
なか
や外

そと
には、SDGsのポスターやステッカーが貼

は
ってあり、みんなに大

たいせつ
切なメッセージ

を伝
つた
えています。さらに、この電車は軽

かる
い車
しゃりょう
両や節

せつやく
約するライトを使

つか
って環

かんきょう
境にやさしい工

く ふ う
夫がされているほか、電

車を走らせるための電
で ん き
気も太

たいよう
陽や風

かぜ
や水

みず
を使って作

つく
る環境にやさしい再

さいせい
生可

か の う
能エネルギーを使っています。ほかの

鉄
てつどう
道会社にもSDGsトレインについて呼

よ
びかけ、同

おな
じような取り組みが広

ひろ
がっています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

阪
は ん き ゅ う

急阪
は ん し ん

神ホールディングス株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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フロムファーイースト株式会社（以
い か
下、フロムファーイースト）は、ゴール8・15に取

と
り組

く
ん

でいます。フロムファーイーストは、2017年に行
おこな
われたSDGsビジネスアワードで大賞を受

じゅしょう
賞しました。フロムファーイー

ストは、化
けしょうひん
粧品やシャンプーなどの日

にち
用
ようひん
品を作

つく
っている会

かいしゃ
社です。「100年

ねんさき
先も地

ちきゅう
球で生

い
きていける未

みらい
来を子

こ
どもたちに残

のこ

す」ことを目
もくひょう
標にして、経

けいざい
済が発

はってん
展すればするほど環

かんきょう
境が悪

あっ か
化する今

いま
の循
じゅんかん
環を良

よ
い循環に変

か
えられないかと考

かんが
えました。

具
ぐたいてき
体的には、ものを作れば作るほど環境が良くなり、使

つか
えば使うほどみんなが健

けんこう
康になる、捨

す
てることで環境に良くなる

仕
し く
組みです。そこで開

かいはつ
発したのが、米

こめ
ぬかと小

こむぎ
麦のふすま（外

がいひ
皮や胚

はいが
芽など表

ひょうひ
皮の部

ぶぶ ん
分）だけでできた洗

せんがんりょう
顔料やシャンプー

です。米ぬかに含
ふく
まれる微

びせいぶつ
生物の分

ぶんかいりょく
解力によって汚

よご
れを落

お
とします。自

しぜん
然の成

せいぶん
分だけなので川や海

うみ
の水
みず
を汚さないし、米ぬ

かなど、使う原
げんりょう
料も廃

はいき
棄されるようなものをアップサイクルしています。また、地

ちきゅう
球温

おんだんか
暖化や洪

こうずい
水など自

しぜん
然災
さいがい
害の原

げんいん
因となっ

ている森
しんりん
林伐

ばっさい
採の問

もんだい
題にも関

かんしん
心を持

も
ち、カンボジアの農

のうそんぶ
村部で植

しょくりん
林活

かつどう
動を始

はじ
めました。植林によって森林が守

まも
られ、洪水

の抑
よくせい
制につながるだけでなく、製

せいひん
品の原料も収

しゅうかく
穫できます。環境を守ることと経

けいざい
済的
てき
な成
せいちょう
長の両

りょうりつ
立を実

じつげん
現しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

フロムファーイースト株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社

2017年
ね ん

SDGsビジネスアワード
大
たいしょう

賞

株式会社キミカ（以
い か
下、キミカ）は、ゴール12・14に取

と
り組

く
んでいます。キミカは第

4回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。キミカは、日

に ほ ん
本で初

はじ
めて海

かいそう
藻の

食
しょくもつ
物繊

せ ん い
維「アルギン酸

さん
」を製

せいぞう
造した会

かいしゃ
社です。アルギン酸は、食

しょくひん
品や医

いやくひん
薬品、化

けしょうひん
粧品などに使

つか
われています。アルギン

酸は、コンブやワカメなどの海藻から取
と
れるものですが、キミカは生

い
きた海藻を刈

か
り取らずにチリの海

う み べ
辺に漂

ひょう
着
ちゃく
した

海藻を使ってアルギン酸を作
つく
っています。キミカはこの方

ほうほう
法によって海藻を守

まも
るとともに、チリの漁

りょうし
師の貧

ひんこん
困問

もんだい
題も

解
かい
消
しょう
しました。海藻は濡

ぬ
れていると腐

くさ
りやすいので乾

かんそう
燥させる必

ひつよう
要があります。キミカは環

かんきょう
境を守るため、電

で ん き
気や熱

ねつ

は使わずに、チリの砂
さ ば く
漠で天

てん ぴ
日乾

かんそう
燥しています。アルギン酸を作ったあとに残

のこ
る海藻には土

つち
を良

よ
くする効

こ う か
果があるの

で農
の う か
家に寄

き
付
ふ
して収

しゅうかくりょう
穫量の向

こうじょう
上に貢

こうけん
献しています。キミカは、自

しぜ ん
然と共

きょう
存
ぞん
した地

ちきゅう
球にやさしい方法でものづくりをし

ています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社キミカ

第
だ い

4回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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Dari・K株式会社（以
い か
下、Dari・K）は、ゴール1・13に取

と
り組

く
んでいます。Dari・Kは、2017

年に行
おこな
われたSDGsビジネスアワードでエンゲージメント賞を受

じゅしょう
賞しました。Dari・Kは、チョコレートを作

つく
って販

はんばい
売してい

ます。チョコレートの原
げんりょう
料となるカカオ豆

まめ
は、ガーナなどアフリカの国

くにぐに
々が主

おも
な生
せい
産
さん ち
地ですが、実

じつ
はインドネシアでもカカ

オがたくさん作られています。インドネシアのカカオを使
つか
うことができれば、日

にほん
本からは遠

とお
いアフリカまで買

か
いに行

い
かなく

てすみ、船
ふね
で輸
ゆにゅう
入する際

さい
に発
はっせい
生するCO2の削

さくげん
減にもつながります。そこで、インドネシアのカカオ農

のうか
家にカカオの栽

さいばい
培方

ほうほう
法

を指
しど う
導して品

ひんしつ
質の高

たか
いカカオが作れるようにし、市

しじょう
場より高い価

かか く
格で買い取る仕

し く
組みを作りました。それによって、カカオ

農家の人
ひと
が収
しゅうにゅう
入を得

え
られるようになりました。また、一

いち ぶ
部のチョコレートのパッケージには、カカオ豆からチョコレートを

製
せいぞう
造する過

かて い
程で生

しょう
じるカカオハスク（カカオ豆の薄

うすかわ
皮）を使

しよう
用しています。普

ふつ う
通は捨

す
てられてしまうカカオハスクに、チョコ

レートのパッケージとして新
あら
たな価

か ち
値を与

あた
えるという、アップサイクルを実

じつげん
現しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

Dari K株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社
［ダリ  ケー］

2017年
ね ん

SDGsビジネスアワード
エンゲージメント賞

しょう

株式会社すららネット（以
い か
下、すららネット）は、ゴール1・4に取

と
り組

く
んでいます。す

ららネットは、2017年に行
おこな
われたSDGsビジネスアワードでスケールアウト賞を受

じゅしょう
賞しました。すららネットは、子

こ

どもたちのために「すらら」というデジタル学
がくしゅう
習ツールを作

つく
っています。特

とく
に「Surala・Ninja!」は海

かいがい
外の子どもたちが

楽
たの
しみながら学

まな
べるように作られています。この学習ツールは、インターネットとパソコンやタブレットがあればいつ

でも、どこでも、誰
だれ
でも使

つか
えるようになっているため、たくさんの子どもたちが学習に使っています。海外では、現

げ ん ち
地の

女
じょせい
性たちを先

せんせいやく
生役になれるようトレーニングし、女性がいきいきと働

はたら
く場

ば し ょ
所を作っています。そして、2020年、新

しんがた
型

コロナウイルスが広
ひろ
がって、学

がっこう
校が休

やす
みになったとき、すららネットはすぐに学習ツールを無

むりょう
料で提

てい
供
きょう
して、たくさん

の子どもたちの学習をサポートしました。こうした動
うご
きにより、日

に ほ ん
本の学び方

かた
が少

すこ
しずつ変

へ ん か
化し、すららネットのツー

ルもより多
おお
くの人に使われるようになりました。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社すららネット

2017年
ね ん

SDGsビジネスアワード
スケールアウト賞

しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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株式会社エコシステム（以
い か
下、エコシステム）は、ゴール12・13に取

と
り組

く
んでいます。

エコシステムは、2018年に行
おこな
われたSDGsビジネスコンテストで最優秀賞を受

じゅしょう
賞しました。エコシステムは古

ふる
くなった

瓦
かわら
をリサイクルして、歩

ほど う
道や広

ひ ろ ば
場、公

こうえん
園などの路

ろめ ん
面に使

つか
われる舗

ほそうざい
装材を作

つく
っています。この新

あたら
しい舗装材は、水

みず
を通
とお
した

り、水をためたりすることができます。夏
なつ
になると、まちが暑

あつ
くなったり、大

おおあめ
雨でまちが洪

こうずい
水になったりすることがありま

す。この舗装材によってできた路面は、暑さや洪水の問
もんだい
題を軽

けいげん
減することができます。そして、エコシステムには「K-グラ

ンド会
かい
」という大

おお
きなネットワークがあり、日

にほ ん
本全

ぜんこく
国の会

かいしゃ
社と一

いっしょ
緒に、この技

ぎじゅつ
術を広

ひろ
めています。これからの時

じだ い
代、たくさ

んのまちにこの新しい舗装材を使っていくことができます。それぞれのまちの会社がこの技術を持
も
っていれば、瓦のリ

サイクルをしながら暑さや雨に強
つよ
いまちをつくることができ、さらに、まちを作ることを通して会社も成

せいちょう
長することがで

きます。エコシステムは、まちを守
まも
ることと地

ちい き
域の会社を応

おうえん
援することの両

りょうりつ
立を目

め ざ
指しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社エコシステム

2018年
ね ん

SDGsビジネスコンテスト
最
さいゆうしゅう

優秀賞
しょう

北海道下川町（以
い か
下、下川町）は、ゴール12・15に取

と
り組

く
んでいます。下川町は、第

1回ジャパンSDGsアワードでSDGs推進本部長（内閣総理大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。下川町は、人

じんこう
口約

やく
3,000人

にん
で

高
こうれいしゃ
齢者の割

わりあい
合は全

ぜんたい
体の約40％です。5人に2人

り
が高齢者であり、また、生

う
まれてくる子

こ
どもが少

すく
ないため、少

しょうし
子高

こうれいか
齢化

が進
すす
んでいます。このまちを持

じ ぞ く
続可

か の う
能なまちにしようと、下川町では「森

しんりん
林を中

ちゅうしん
心とした産

さんぎょう
業の仕

し く
組みを作

つく
る」、「地

ち い き
域

のエネルギーを自
じぶ ん
分たちで作り、低

ていたんそ
炭素社

しゃかい
会」「お年

と し よ
寄りが暮

く
らしやすいまちづくり」を目

め ざ
指しています。下川町には豊

ゆた

かな森
しんりん
林資

し げ ん
源があります。この森

もり
を守

まも
るために、森の手

て い
入れをすることで循

じゅんかんがた
環型の森

しんりん
林管

か ん り
理を行

おこな
っています。そして、

木
もくざい
材、木

もく
製
せいひん
品を生

せいさん
産し、生産の過

か て い
程で出

で
た木

き
くずは、バイオマスエネルギーとして利

りよ う
用しています。これによって、地域

のエネルギー自
じきゅうりつ
給率が9％（2010年

ねん
）から56%（2019年）まで向

こうじょう
上し、CO2排

はいしゅつりょう
出量も地域全体で20%削

さくげん
減すること

ができました。また、下川町では、幼
よ う じ
児から高

こうこうせい
校生に対

たい
し、森

しんりん
林環

かんきょう
境教

きょういく
育を行っています。子どもの頃

ころ
から森に親

した
しみ、

森に関
かん
する仕

しご と
事について知

し
ることで、将

しょうらい
来は持続可能な社会のために自

みずか
ら行
こうどう
動できる人づくりを目指しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

北
ほ っ か い ど う

海道下
し も か わ ち ょ う

川町（役
や く ば

場）

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs推

す い し ん

進本
ほ ん

部
ぶ ち ょ う

長（内
な い か く

閣総
そ う り

理大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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特定非営利活動法人しんせい（以
い か
下、しんせい）は、ゴール8・10に取

と
り組

く
んでいま

す。しんせいは第1回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（内閣官房長官）賞を受
じゅしょう
賞しました。しんせいは、

東
ひがしにほん
日本大

だいしんさい
震災の原

げんぱつ
発事

じ こ
故で避

ひ な ん
難した人

ひと
たちの中

なか
でも、障

しょう
がいを持

も
つ人たちの仕

し ご と
事を見

み
つけることを手

て つ だ
伝っていま

す。しんせいの特
とくちょう
徴は、たくさんの福

ふ く し
祉の事

じ む し ょ
務所と一

いっしょ
緒に取り組んでいることです。大

おお
きな会

かいしゃ
社も、地

じ し ん
震の被

ひ が い
害を受

う

けた人たちを助
たす
けるために支

し え ん
援していますが、しんせいはその大きな会社といろいろな福祉の事務所をつなげて、

もっと大きな力
ちから
を生

う
み出

だ
すようにしています。これまで、日

にっしん
清製

せいふん
粉グループと連

れんけい
携して「魔

ま ほ う
法のお菓

か し
子ぽるぼろん」と

いうお菓子を作
つく
ったり、ブラザー工

こうぎょう
業と連携して「ミシンの学

がっこう
校」というプログラムを行

おこな
ったりしました。そのほかに

も、国
こくりつかんきょう
立環境研

けんきゅうしょ
究所と協

きょうりょく
力して「山

やま
の学校」という環

かんきょう
境学

がくしゅう
習プログラムも提

ていきょう
供しています。しんせいは、障がいを持つ

人たちが仕事を持つだけでなく、その仕事を楽
たの
しんでできるように働

はたら
きがいにも力を入

い
れて活

かつどう
動しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

特
と く て い

定非
ひ

営
え い

利
り

活
か つ ど う

動法
ほ う じ ん

人しんせい

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（内
な い か く

閣官
か ん ぼ う

房長
ちょうかん

官）賞
しょう

パルシステム生活協同組合連合会（以
い か
下、パルシステム）は、ゴール12・17に取

と
り

組
く
んでいます。パルシステムは、第1回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（内閣官房長官）賞を受

じゅしょう
賞しまし

た。心
こころ
豊
ゆた
かな暮

く
らしと共

きょうせい
生の社

しゃかい
会づくりに向

む
けて、2030年

ねん
までに「たべる」「つくる」「ささえあう」「きりかえる」「わ

かりあう」という5つの視
し て ん
点を大

たいせつ
切に、普

ふ だ ん
段の暮らしの行

こうどう
動で世

せ か い
界のさまざまな課

か だ い
題さえも超

こ
えていく挑

ちょうせん
戦をし続

つづ
け

ています。2022年
ね ん ど
度からは「もっといい明

あし た
日へ・超えてく」アクションで、これまでの活

かつどう
動の価

か ち
値を改

あらた
めて捉

とら
え直

なお
し、

もっと身
み ぢ か
近で、もっと世界に広

ひろ
がる活動にしています。安

あんぜん
全安

あんしん
心な商

しょうひん
品の向

む
こう側

がわ
にいる生

せいさんしゃ
産者や作

つく
り手

て
の物
ものがたり
語を

理
り か い
解して自

じ ぶ ん
分らしく選

えら
ぶこと、誰

だれ
もが暮らしやすい社会のために思

おも
い込

こ
みや不

ふびょうどう
平等を見

み な お
直すこと、顔

かお
が見

み
える関

かんけい
係

を一
い っ ぽ
歩進

すす
め五

ご か ん
感と記

き お く
憶に残

のこ
る交
こうりゅう
流をすること、心

こ こ ち
地いい健

すこ
やかな暮らしを楽

たの
しむこと、多

たようせい
様性を認

みと
めあい、支

ささ
えあい

を広げていくことから、自分らしく選ぶことを楽しくアップデートしていくアクションを展
てんかい
開していきます。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

パルシステム生
せ い か つ

活協
き ょ う ど う

同組
く み あ い

合連
れ ん ご う か い

合会

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（内
な い か く

閣官
か ん ぼ う

房長
ちょうかん

官）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細



21

サラヤ株式会社（以
い か
下、サラヤ）は、ゴール3・12に取

と
り組

く
んでいます。サラヤは第1回

ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（外務大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。サラヤは、日

にほ ん
本で初

はじ
めて薬

やくよう
用手

て あ ら
洗い石

せっ
けん

液
えき
と石けん液容

よう き
器を開

かいはつ
発した会

かいしゃ
社です。昔

むかし
は日本でも、伝

でんせんびょう
染病で亡

な
くなる人

ひと
がたくさんいましたが、サラヤの液

えきたい
体石け

んで手を洗うことによって感
かんせんしょう
染症を予

よぼ う
防し、多

おお
くの人の命

いのち
が救

すく
われました。しかし、開発途

とじょう
上国

こく
では今

いま
でも多

おお
くの子

こ
ども

が伝染病などで亡くなっています。サラヤは、国
こくれん
連のユニセフと協

きょうりょく
力して、2010年

ねん
に「100万

まんにん
人の手洗いプロジェクト」

をスタートしました。日本国
こくない
内で販

はんばい
売するハンドソープやアルコール手

し ゅ し
指消

しょうどくざい
毒剤の売

う
り上

あ
げの1％を寄

き ふ
付し、ユニセフ

がアフリカ・ウガンダで行
おこな
っている手洗い促

そくしん
進活

かつどう
動を支

し え ん
援することにしました。その後

ご
、サラヤは現

げ ん ち
地にサラヤ・イース

ト・アフリカという会社を設
せつりつ
立し、ウガンダの医

いりょう
療現

げ ん ば
場で院

いんない
内感

かんせん
染を予防するアルコール手指消毒剤を現地で生

せいさん
産で

きるようになりました。2020年にはウガンダの新
しんがた
型コロナ感染症対

たいさく
策のために生産し、ウガンダの人たちがアルコー

ル手指消毒剤のことをサラヤと呼
よ
ぶくらい普

ふきゅう
及が進

すす
みました。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

サラヤ株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

住友化学株式会社（以
い か
下、住友化学）は、ゴール12・13に取

と
り組

く
んでいます。住友化学

は、第1回ジャパンSDGsアワードでSDGs推進副本部長（外務大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。住友化学は、“化学の力

ちから
”を使

つか
っ

て、自
じどうしゃ
動車や航

こうくうき
空機、テレビ、スマートフォン、衣

いるい
類など、身

み
のまわりのあらゆる製

せいひん
品に欠

か
かせない素

そざい
材を世

よ
の中
なか
に届
とど
けること

で、みんなの豊
ゆた
かな暮

く
らしを支

ささ
えている化学メーカーです。住友化学では、「SSS（Sumika・Sustainable・Solutions）」と

いう活
かつどう
動をしています。「SSS」は気

きこう
候変
へんどう
動への対

たいおう
応や環

かんきょう
境負

ふ か
荷の低

ていげん
減などの分

ぶんや
野で貢

こうけん
献する製品・技

ぎじゅつ
術を自

じしゃ
社で認

にんてい
定し、

その開
かいはつ
発や普

ふきゅう
及を促

そくしん
進する取り組みです。認定事

じれい
例の1つに「耐

たいねつ
熱セパレータ」という製品があります。環境にやさしい電

でんき
気

自
じどうしゃ
動車には、充

じゅうでん
電をしてくり返

かえ
し使えるリチウムイオン二

に じ
次電

でんち
池が使われています。住友化学ではリチウムイオン二次電池

をより安
あんぜん
全に安

あんしん
心して使えるように、正

せいきょく
極と負

ふきょく
極を隔

へだ
てる部

ぶざい
材「耐熱セパレータ」を開発し提

ていきょう
供しています。このように住友

化学は、製品を通
つう
じて安全で長

ちょうきょり
距離走

そうこう
行が可

かの う
能な電気自動車の普及を後

あとお
押しするとともに、電気自動車がガソリン車

しゃ
と

比
ひかく
較して温

おんしつ
室効

こうか
果ガス（GHG）を大

おおはば
幅に削

さくげん
減できることで、気候変動などの社

しゃかい
会課

かだい
題の解

かいけつ
決に貢

こうけん
献しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

住
す み と も

友化
か が く

学株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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株式会社伊藤園（以
い か
下、伊藤園）は、ゴール2・12に取

と
り組

く
んでいます。伊藤園は、第1回

ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。伊藤園は、伊藤園が作

つく
る製
せいひん
品を通

つう
じてすべて

の人
ひと
が健
けんこう
康で豊

ゆた
かな生

せいかつ
活を送

おく
り、持

じぞく
続可

かのう
能な社

しゃかい
会を実

じつげん
現することを目

め ざ
指しています。そして、お～いお茶

ちゃ
などの製品の材

ざいりょう
料と

なるお茶の畑
はたけ
から、お茶を淹

い
れるときに出

で
る茶
ちゃがら
殻、お茶を飲

の
み終

お
わった後

あと
の容

ようき
器まで、それぞれの段

だんかい
階でSDGsに関

かんれん
連した取

り組みを行
おこな
っています。畑の取り組みでは、茶

ちゃ
農
のうか
家から茶

ちゃ
葉
ば
をすべて買

か
い取る契

けいやく
約栽
さいばい
培や荒

あ
れ果

は
てた土

と ち
地などを茶

ちゃえん
園にした

りする「茶
ちゃ
産
さんち
地育

いくせい
成事
じぎょう
業」を通じて、日

にほん
本の農

のうぎょう
業を活

かっせいか
性化しています。また、紙

かみ
やプラスチックの代

か
わりに、お茶を作るときに出

る茶殻の一
いちぶ
部を使

つか
って製品を作る「茶殻リサイクルシステム」にも取り組んでいます。そのほか、自

じどう
動販

はんばいき
売機の横

よこ
に回
かいしゅう
収BOX

を置
お
いて、使

しよう
用済

ず
みのペットボトルを回収し、もう一

いちど
度ペットボトルを作る水

すいへい
平リサイクルに取り組むことで、限

かぎ
りある資

しげん
源を

有
ゆうこう
効に活

かつよう
用しています。教

きょういくめん
育面では、お茶と言

ことば
葉の力

ちから
で日

にほん
本文

ぶんか
化を伝

つた
える「伊藤園お～いお茶

ちゃ
新
しんはいく
俳句大

たいしょう
賞」を開

かいさい
催し、これま

でに約
やく
2,000句

く
がお茶のパッケージで紹

しょうかい
介されました。これは、多

おお
くの小

しょうがっこう
学校の授

じゅぎょう
業でも取り入れられています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社伊
い と う え ん

藤園

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

国立大学法人岡山大学（以
い か
下、岡山大学）は、ゴール4・17に取

と
り組

く
んでいます。岡

山大学は、第1回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。岡山大学は、大

学での学
まな
びや人

ひと
と人とのつながりを大

たいせつ
切にしています。SDGsを解

かいけつ
決するために大切なことを学び、多

おお
くの人たち

とパートナーシップを結
むす
んで研

けんきゅう
究活

かつどう
動やグローバル人

じんざい
材の育

いくせい
成に取り組んでいます。岡山大学は、10年

ねん
以
いじょうまえ
上前か

ら、世
せ か い
界の平

へ い わ
和や環

かんきょう
境を守

まも
るための活動に取り組んできました。2022年からは、SDGsの達

たっせい
成と大学の運

うんえい
営をあ

わせた活動を始
はじ
めました。たとえば、どのように世界の問

もんだい
題を解決できるかを考

かんが
えたり、さまざまな活動をまとめた

事
じれいしゅう
例集を作

つく
ったりしています。岡山大学には、医

いりょう
療や健

けんこう
康、まちづくりの学

が く ぶ
部など、すべての学部が力

ちから
をあわせて、

SDGsに取り組んでいます。そして、2019年からは、「岡山大学SDGsアンバサダー制
せ い ど
度」を作り、学

がっこう
校の中

なか
や学校

の外
そと
の人たちとともににSDGsの活動を進

すす
めています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

国
こ く り つ

立大
だ い が く

学法
ほ う じ ん

人岡
お か や ま

山大
だ い が く

学

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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公益財団法人ジョイセフ（以
い か
下、ジョイセフ）は、ゴール3・5に取

と
り組

く
んでいます。ジョイセ

フは、第1回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。ジョイセフが目

め
指
ざ
すのは、国

こくさい
際

機
きか ん
関や国

くに
の政

せい ふ
府や住

じゅうみん
民と協

きょうりょく
力して活

かつどう
動し、「赤

あか
ちゃんを迎

むか
える人

じんせい
生も迎えない人生もどちらも守

まも
られる世

せか い
界、そのための

情
じょうほう
報やサービスが誰

だれ
でも手

て
に入
はい
り、健

けんこう
康に過

す
ごせる世界。そして誰を好

す
きになっても祝

しゅくふく
福される世界」です。たとえば、アフ

リカのザンビアでは、女
じょせい
性が安

あんぜん
全に赤ちゃんを産

う
むための支

しえん
援活動を行

おこな
っています。自

じたく
宅ではなく、医

いしゃ
者や看

か ん ご し
護師に守られ

ながら赤ちゃんと女性が元
げんき
気に出

しゅっさん
産を迎えられるよう手

てつだ
伝うのです。多

おお
くの村

むら
はお産

さん
ができる施

しせつ
設から遠

とお
く離
はな
れていて、間

ま

にあわないことも…。手
ておく
遅れになる前

まえ
に、お産の前から待

たいき
機できる宿

しゅくはくじょ
泊所を建

けんせつ
設しています。みんなが安

あんしん
心して利

りよう
用できる

病
びょう
院
いん
にするために、看護師の研

けんしゅう
修をしたり、若

わかもの
者同

どうし
士の学

まな
びの場

ば
を作
つく
って大

おとな
人になる前に妊

にんしん
娠しないよう支援しています。

またアフガニスタンの子
こ
どもたちに、学び続

つづ
けることで自

じぶん
分らしい人生を守ってほしいという思

おも
いを込

こ
めて、使

つか
い終

お
わったラ

ンドセルを送
おく
る活動を行うなど、世界の人

ひとびと
々が「自分らしい人生」を生

い
きられるよう活動しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

公
こ う え き

益財
ざ い だ ん

団法
ほ う じ ん

人ジョイセフ

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

北九州市役所（以
い か
下、北九州市）は、ゴール7・11に取

と
り組

く
んでいます。北九州市は、第

1回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。北九州市は、ものづくりのまちとし

て日
にほ ん
本の産

さんぎょう
業を引

ひ
っ張

ぱ
っていく一

いっぽう
方で、深

しんこく
刻な公

こうがい
害を経

けいけん
験するなど、さまざまな社

しゃかい
会課

か だ い
題に直

ちょくめん
面してきましたが、その

度
たび
に、市

し み ん
民や企

きぎょう
業、行

ぎょうせい
政などが協

きょうりょく
力しあって乗

の
り越

こ
えてきました。この姿

しせ い
勢は、現

げんざい
在も変

か
わりなく続

つづ
いています。こうした

歴
れ き し
史や姿勢が、北九州市がSDGs達

たっせい
成に向

む
けて取り組む土

ど だ い
台となっていて、その取り組みは、第1回ジャパンSDGsア

ワードでの「SDGsパートナーシップ賞（特別賞）」の受賞や、・OECDによるアジア地
ちい き
域で初

はじ
めての「SDGs推

すいしん
進に向け

た世
せ か い
界のモデル都

と し
市」への選

せんてい
定、国

こくない
内最

さいしょ
初となる「SDGs未

み ら い
来都

と し
市」および「自

じ ち た い
治体SDGsモデル事

じぎょう
業」への選定など、

国
こくないがい
内外から高

たか
く評
ひょう
価
か
されています。　こうした取り組みをさらに進

すす
めていくために、「北

きたきゅうしゅう
九州SDGsクラブ」などの、市民

や企業、団
だんたい
体、学

がっこう
校といったさまざまな人

ひとびと
々が集

あつ
まる組

そ し き
織を作

つく
って、たくさんの人

ひと
たちと一

いっしょ
緒に考

かんが
えたり、話

はな
しあったり

しています。これからも、パートナーシップを大
たいせつ
切にして、より良

よ
いまちづくりを目

め ざ
指します。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

北
き た き ゅ う し ゅ う し

九州市（市
し

役
や く し ょ

所）

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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金沢工業大学は、ゴール4に取
と
り組

く
んでいます。金沢工業大学は、第1回ジャパン

SDGsアワードでSDGs副本部長（内閣官房長官）賞を受
じゅしょう
賞しました。金沢工業大学では、SDGsの達

たっせい
成に向

む
けて

すべての学
が く ぶ
部学

が っ か
科でSDGsの学

まな
びや研

けんきゅう
究に力

ちから
を入

い
れています。さらに、SDGsを専

せんもんてき
門的に勉

べんきょう
強できる授

じゅぎょう
業のコース

があります。金沢工業大学は、3つのキャンパス（扇
おうぎ
が丘

おか
、白
はく
山
さんろく
麓、虎

とら
ノ門
もん
）にSDGsを推

すいしん
進する場

ば し ょ
所を作

つく
っていて、

誰
だれ
一
ひ と り
人取り残

のこ
さないための学ぶ環

かんきょう
境が整

ととの
っています。特

とく
に、近

ちか
くのまちと協

きょうりょく
力して、先

せんせい
生と学

がくせい
生が一

いったい
体となってまち

が抱
かか
える問

もんだい
題の解

かいけつ
決を目

め ざ
指しています。また、近くのまちの身

み ぢ か
近な問題だけでなく、海

かいがい
外の問

もんだいかいけつ
題解決にも取り組んで

います。たとえば、障
しょう
がい者

しゃ
スポーツ支

し え ん
援のために機

き か い
械・装

そ う ち
置を開

かいはつ
発したり、電

で ん き
気がない村

むら
に電気を届

とど
けたりするな

ど、豊
ゆた
かな生

せいかつ
活を送

おく
ることができるよう、取り組みを進

すす
めています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

金
か な ざ わ

沢工
こ う ぎ ょ う

業大
だ い が く

学

第
だ い

1回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（内
な い か く

閣官
か ん ぼ う

房長
ちょうかん

官）賞
しょう

株式会社日本フードエコロジーセンター（以
い か
下、フードエコロジーセンター）は、

ゴール2・12に取
と
り組

く
んでいます。フードエコロジーセンターは第2回ジャパンSDGsアワードでSDGs推進本部長

（内閣総理大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。フードエコロジーセンターは、『食

しょくひん
品ロスに新

あら
たな価

か ち
値をつけよう』という考

かんが
え

を大
たいせつ
切にしており、学

がっこう
校や政

せ い ふ
府の人

ひと
たちと一

いっしょ
緒に、余

あま
ってしまった食

た
べものを原

げんりょう
料にして動

どうぶつ
物（豚

ぶた
）のエサを作

つく
り出

だ

す方
ほうほう
法を開

かいはつ
発しました。これによりごみとして燃

も
やされてしまう食べものの量

りょう
が減

へ
り、できあがるエサも安

あんぜん
全で栄

えいよう
養

のあるものになります。このエサは各
か く ち
地の農

の う か
家さんに届

とど
けられ、そこで育

そだ
った豚はブランド豚として多

おお
くの人に知

し
ら

れています。豚を育てる人たちやスーパー、私
わたし
たち消

しょうひしゃ
費者など、多くの人を巻

ま
き込

こ
むことで循

じゅんかんがた
環型社

しゃかい
会に貢

こうけん
献してい

ます。そのほかにもフードエコロジーセンターは、多くの人に工
こうじょう
場を見

み
てもらったり、いろいろな場

ば し ょ
所でお話

はなし
をしたり

して、日本だけでなく世
せ か い
界の人たちにも食べもののごみ問

もんだい
題を伝

つた
えています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社
日

に ほ ん

本フードエコロジーセンター

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs推

す い し ん

進本
ほ ん

部
ぶ ち ょ う

長（内
な い か く

閣総
そ う り

理大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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日
に ほ ん
本生

せいかつ
活協

きょうどう
同組

くみあい
合連

れんごうかい
合会（以

い か
下、日

に ほ ん
本生

せいきょう
協連

れん
）は、ゴール11・12に取

と
り組

く
んでいま

す。日本生協連は、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（内閣官房長官）賞を受
じゅしょう
賞しました。日本生協

連は、「すべての人
ひとびと
々が人

にんげん
間らしく生

い
きられる豊

ゆた
かな地

ちきゅう
球」を未

み ら い
来のこどもたちへ残

のこ
したいと考

かんが
えています。そのため

に、2018年
ねん
に「コープSDGs行

こうどう
動宣

せんげん
言」という約

やくそく
束をつくりました。その約束に基

もと
づいて、さまざまな活

かつどう
動をしていま

す。たとえば、消
しょうひしゃ
費者がエシカル消費（地

ちきゅう
球環

かんきょう
境や社

しゃかい
会に良

よ
い買

か
いもの）をできるように、サステナブルな主

しゅ
原
げんりょう
料を使

し

用
よう
した「コープサステナブル」という商

しょうひん
品シリーズを作

つく
ったり、対

たいしょう
象商品を買うと売

うりあげきん
上金の一

い ち ぶ
部が飢

き が
餓に苦

くる
しむ子

こ
ど

もたちの支
し え ん
援などに寄

き ふ
付される「寄付付

つ
き商品」の取り組みをしています。ほかにも、日

に ほ ん
本全

ぜんこく
国にある日本生協連が

力
ちから
をあわせて、温

おんしつ
室効

こ う か
果ガスやプラスチック使

しようりょう
用量、食

しょくひん
品ロスの削

さくげん
減など、SDGsの実

じつげん
現に近

ちか
づけられるように取り

組んでいます。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

日
に ほ ん

本生
せいかつ

活協
きょうどう

同組
くみあい

合連
れんごうかい

合会
〈絆カード表記名：生

せ い き ょ う

協（コープ）〉

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（内
な い か く

閣官
か ん ぼ う

房長
ちょうかん

官）賞
しょう

鹿児島県大崎町（以
い か
下、大崎町）は、ゴール12・17に取

と
り組

く
んでいます。大崎町は、

第2回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（内閣官房長官）賞を受
じゅしょう
賞しました。大崎町は、「SDGs未

み ら い
来都

と し
市」

として選
えら
ばれている地

ち い き
域の1つです。このまちにはごみを燃

も
やして処

しょぶん
分する施

し せ つ
設がないため、ごみは土

つち
の中

なか
に埋

う
めて

処
し ょ り
理していました。しかし、その方

ほうほう
法では限

げんかい
界があるため、きちんとした分

ぶんべつ
別による新

あたら
しいシステム「大崎リサイクル

システム」を作
つく
りました。住

す
んでいる人

ひと
たちや会

かいしゃ
社、そしてまちの人たちがみんなで協

きょうりょく
力してごみの分別に取り組んで

います。そのおかげで、まちのリサイクル率
りつ
は80%を超

こ
えています。そして、リサイクルで得

え
られたお金

かね
で学

がくせい
生たちの

勉
べんきょう
強を応

おうえん
援しています。リサイクル率12年

ねん
連
れんぞく
続含

ふく
む14回日本1位

い
となった大崎町は、ほかの会社と協力してSDGs

の目
もくひょう
標を達

たっせい
成できるように、分別しやすい商

しょうひん
品づくりに取り組んだり、研

けんきゅう
究をしたりしています。また、このリサイクル

方法をインドネシアの各
かくちいき
地域で伝

つた
えることで、国

こくさい
際協

きょうりょく
力にも力

ちから
を入

い
れています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

鹿
か ご し ま け ん

児島県大
お お さ き ち ょ う

崎町

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（内
な い か く

閣官
か ん ぼ う

房長
ちょうかん

官）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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一般社団法人ラ・バルカグループ（以
い か
下、ラ・バルカグループ）は、ゴール8・10に取

と

り組
く
んでいます。ラ・バルカグループは、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（内閣官房長官）賞を受

じゅしょう
賞

しました。ラ・バルカグループは、障
しょう
がいを持

も
つ人

ひと
や引

ひ
きこもり、そして障がいを持つ子

こ
どもや子育

そだ
て中のお母

かあ
さん

など、さまざまな背
はいけい
景の人たちが一

いっしょ
緒に働

はたら
ける場

ば し ょ
所を作

つく
りたいと考

かんが
えています。そこで、チョコレートブランド「久

く お ん
遠

チョコレート」を作って、日
に ほ ん
本全

ぜんこく
国で製

せいぞう
造販

はんばい
売しています。新

あたら
しい商

しょうひん
品を開

かい
発
はつ
するときも仕

し ご と
事を簡

かん
単
たん
に分

ぶんさんか
散化するこ

とで、みんなが一緒に働けるようにに工
く ふ う
夫しています。そして、できたチョコレートを売

う
るときには、ショコラティエに

アドバイスをもらったり、大
おお
きなお店

みせ
と一緒に協

きょうりょく
力したりして、おいしいチョコレートをたくさんの人に知

し
ってもらえ

るように取り組んでいます。また、ラ・バルカグループは、日
にほんじゅう
本中で、障がいを持っている人たちが働くことをサポート

する団
だんたい
体を助

たす
けたり、障がい者

しゃ
ショコラティエを育

いくせい
成したりしています。お店を開

ひら
く方
ほうほう
法やチョコレートを売る方法

を教
おし
えて、多

おお
くの人がチョコレート作りの楽

たの
しさや働く喜

よろこ
びを感

かん
じられるようにしています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

一
い っ ぱ ん

般社
し ゃ だ ん

団法
ほ う じ ん

人ラ・バルカグループ

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（内
な い か く

閣官
か ん ぼ う

房長
ちょうかん

官）賞
しょう

大牟田市教育委員会（以
い か
下、大牟田市）は、ゴール4・17に取

と
り組

く
んでいます。大牟

田市は、第3回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。大牟田市は、「大牟

田市版
ばん
SDGs」を作

つく
って、まちの人

ひと
たちや学

がっこう
校の先

せんせい
生、市

し
の職
しょくいん
員に広

ひろ
め、みんなでこの目

もくひょう
標を進

すす
めようとしています。

また、ユネスコスクールや団
だんたい
体、会

がいしゃ
社と協

きょうりょく
力して勉

べんきょうかい
強会や発

はっぴょうかい
表会、イベントを開

ひら
いてみんなに大牟田市の取り組み

を伝
つた
えています。「大牟田市版SDGs」の中

なか
で、特

とく
に大

たいせつ
切にしているのは、ゴール4と17です。ゴール4では、まちづく

りや環
かんきょう
境問

もんだい
題についての学

がくしゅう
習を進めています。ゴール17では、ほかの地

ち い き
域のいろいろな人や場

ば し ょ
所と連

れんけい
携して活

かつどう
動し

ています。大牟田市の公
こうりつ
立小

しょう
学
がっこう
校や中

ちゅう
学
がっこう
校、特

とくべつ
別支

し え ん
援学

がっこう
校がユネスコスクールに一

いっせい
斉に加

かにゅう
入してSDGsに向

む
けて

一
いっしょ
緒に学

まな
んでいます。それぞれの学校で、子

こ
どもたちは自

じぶ ん
分たちの住

す
んでいる地域の問題を見

み
つけて、それについて

考
かんが
え、自分たちで解

かいけつ
決のために行

こうどう
動しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

大
お お

牟
む

田
た

市
し

教
き ょ う い く

育委
い い ん か い

員会

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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株式会社大和ネクスト銀行（以
い か
下、大和ネクスト銀行）は、ゴール3・4に取

と
り組

く
ん

でいます。大和ネクスト銀行は、第3回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しまし

た。大和ネクスト銀行の「応
おうえん
援定

て い き
期預

よ き ん
金」は、がんばる人

ひと
や団

だんたい
体に励

はげ
ましの気

き も
持ちとして寄

き ふ
付金

きん
を届

とど
ける定期預金

です。預
あず
けたお金

かね
の一

いってい
定割

わりあい
合を大和ネクスト銀行が応

おうえんさき
援先に寄

き
付
ふ
するため、預金で気

き が る
軽に社

しゃかい
会貢

こうけん
献ができる仕

し く
組

みです。応援先は、「子
こ
どもの病

びょうき
気の治

ちりょう
療」や「子どもの自

じ り つ
立をサポート」などのテーマから選

えら
ぶことができ、関

かんれん
連す

る団体に寄付されます。この「応援定期預金」は2017年
ねん
11月

がつ
から始

はじ
まり、これまでにたくさんの人や企

きぎょう
業が取り

組みに賛
さんどう
同し、今

いま
では約

やく
1,500億

おくえん
円ものお金が預けられ、応援先への累

るいけい
計寄

き ふ
付額

がく
は約8,000万

まんえん
円になっています。

（2023年3月時
じ て ん
点）

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社大
だ い わ

和ネクスト銀
ぎ ん こ う

行

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

そらのまちほいくえんは、ゴール4・11に取
と
り組

く
んでいます。そらのまちほいくえん

は、第3回ジャパンSDGsアワードでSDGsパートナーシップ賞（特別賞）を受
じゅしょう
賞しました。そらのまちほいくえんは、

未
み ら い
来のことを人

ひとまか
任せにせず、自

じ ぶ ん
分のことだと考

かんが
える力

ちから
を育

そだ
てている保

ほ い く
育園

えん
です。商

しょうてんがい
店街の空

あ
きビルをきれいにして、

ごはんを売
う
る店

みせ
と保育園を作

つく
りました。これにより、子

こ
どもを持

も
つ家

か ぞ く
族がこの商店街にたくさん来

く
るようになり、新

あたら
し

いお店も増
ふ
えました。また、ビルの3階

かい
には、地

ち い き
域の人たちが集

あつ
まることができる場

ば し ょ
所があり、さまざまな活

かつどう
動や楽

たの
し

いイベントを開
かいさい
催しています。保育園の子どもたちや先

せんせい
生たちは、近

きんじょ
所の人たちとも交

こうりゅう
流しているので、何

なに
か大

たいへん
変な

ことがあったときには、みんなで助
たす
けあうことができます。また、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
と耳
みみ
が聞

き
こえない人を招

しょうたい
待し、SDGsパネル

を使
つか
ってSDGsの知

し
ってもらう取り組みを行

おこな
っています。そらのまちほいくえんは、子どもたちだけでなく大

お と な
人も一

いっしょ
緒

に、より良
よ
いまちにするために活動しています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

そらのまちほいくえん

第
だ い

3回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGsパートナーシップ賞

しょう

（特
と く べ つ

別賞
しょう

）

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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栃木県立那須拓陽高等学校（以
い か
下、那須拓陽高

こうこう
校）は、ゴール8・12に取

と
り組

く
んで

います。那須拓陽高校は、第3回SDGsイノベーション教育サミットで優秀賞を受
じゅしょう
賞しました。那須拓陽高校には、

普
ふ つ う か
通科、家

か て い
庭系

けい
学
が っ か
科、農

のうぎょう
業系

けい
学
が っ か
科があり、どの学科でもSDGsをテーマにした勉

べんきょう
強ができるようになっています。普

通科では、生
せ い と
徒たちが自

じ ぶ ん
分の将

しょうらい
来の仕

し ご と
事について考

かんが
えながらSDGsを学

まな
ぶ時

じ か ん
間があります。家庭系学科では、もの

を公
こうへい
平に取り引きする「フェアトレード」について学ぶため、インドネシアのカカオ豆

まめ
から自分たちでチョコレートを

作
つく
る体

たいけん
験を行

おこな
いました。そして、食

た
べものを無

む だ
駄にしないようにすることや、食

しょくひん
品ロスを減

へ
らす取り組みである「フー

ドバンク」の活
かつどう
動にも参

さ ん か
加しました。生徒たちは、近

ちか
くのまちの問

もんだい
題について考え、学んだことを実

じっさい
際に行

こうどう
動に移

うつ
し、

より良
よ
い学校やまちをつくるために活動を行っています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

栃
と ち ぎ

木県
け ん り つ

立那
な す

須拓
た く

陽
よ う

高
こ う と う

等学
が っ こ う

校

第
だ い

3回
か い

SDGsイノベーション教
きょういく

育サミット
優
ゆうしゅう

秀賞
しょう

岡山県立玉野高等学校（以
い か
下、玉野高

こうこう
校）は、ゴール4・8に取

と
り組

く
んでいます。玉

野高校は、第3回SDGsイノベーション教育サミットで最優秀賞を受
じゅしょう
賞しました。玉野高校では、SDGsについて学

まな

べるカードゲームでSDGsを楽
たの
しく学んでいます。生

せ い と
徒たちは、自

じ ぶ ん
分で問

もんだい
題を見

み
つけて探

たんきゅう
究学

がくしゅう
習や研

けんきゅう
究活

かつどう
動に取り

組んでいます。たとえば、土
つち
に含

ふく
まれている窒

ち っ そ
素が多

おお
すぎると環

かんきょう
境悪

あ っ か
化につながってしまうという問題に対

たい
し、新

あたら
し

い方
ほうほう
法で小

こ む ぎ
麦を育

そだ
て、その問題を解

かいけつ
決しようと取り組みました。そして、その活動について、岡

おかやまけん
山県知

ち じ
事や教育長

ちょう
、

地
じ も と
元の会

かいしゃ
社の社

しゃちょう
長に発

はっぴょう
表しました。また、プラスチックごみの問題にも着

ちゃくもく
目し、その中

なか
でもなぜストローが環境に悪

わる

いと言
い
われているのか疑

ぎ も ん
問を持

も
ち、調

しら
べ、地元の会社と一

いっしょ
緒にストローをテーマにした新しい教

きょうざい
材を作

つく
りました。そ

のほかにも、夏
なつやす
休みには、小

しょうがくせい
学生やそのお父

とう
さんお母

かあ
さんを対

たいしょう
象に、SDGsや科

か が く
学を楽しく学べるイベントを開

ひら
きま

した。さらに、市
し
のスポーツ施

し せ つ
設を使

つか
って、SDGsとスポーツを組みあわせたワークショップも行

おこな
いました。玉野高校

では、学びながら楽しくみんなで問題を解決していこうとする活動に取り組んでいます。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

岡
お か や ま

山県
け ん り つ

立玉
た ま の

野高
こ う と う

等学
が っ こ う

校

第
だ い

3回
か い

SDGsイノベーション教
きょういく

育サミット
最
さいゆうしゅう

優秀賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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コマニー株式会社（以
い か
下、コマニー）は、ゴール5・13に取

と
り組

く
んでいます。コマニー

は、2018年に行
おこな
われたSDGsビジネスアワードで優秀賞を受

じゅしょう
賞しました。コマニーは空

くうかん
間を仕

し き
切るパーティション

などを作
つく
っている会

かいしゃ
社です。2018年に「コマニーSDGs宣

せんげん
言」を発

はっぴょう
表し、会社の目

もくひょう
標や計

けいかく
画に沿

そ
ってSDGsの取り

組みを進
すす
めることで、社

しゃかい
会に貢

こうけん
献しています。日

に ほ ん
本では、地

じ し ん
震や台

たいふう
風などの災

さいがい
害がたくさん起

お
こります。そのときに、

避
ひなんじょ
難所でみんなが安

あんぜん
全に過

す
ごせるように、新

あたら
しい商

しょうひん
品を作りました。体

たいいくかん
育館などの避難所では、たくさんの人

ひと
が一

いっしょ
緒

に過ごすため、トイレや着
き が
替えを安

あんしん
心してすることができず、ストレスがたまりやすい環

かんきょう
境です。そこで、コマニーは避

難所のプライベートブースを開
かいはつ
発しました。このブースは、2人で工

こ う ぐ
具を使

つか
わずに10分

ぷん
程
て い ど
度で作ることができます。こ

のブースは、災害のときだけでなく、静
しず
かな場

ば し ょ
所で勉

べんきょう
強したいときなど、普

ふ だ ん
段から使うことができます。コマニーは災

害が起こったときでも、みんなが安心して過ごせる場所を作りたいと考
かんが
えています。そして、このような取り組みを通

とお

して、避難所での問
もんだい
題を減

へ
らし、みんなが過ごしやすい環境づくりに取り組んでいます。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

コマニー株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社

2018年
ね ん

 SDGsビジネスアワード
優
ゆうしゅう

秀賞
しょう

特定非営利活動法人エイズ孤児支援NGO・PLAS（以
い か
下、NGO・PLAS）は、ゴー

ル1・3に取
と
り組

く
んでいます。NGO・PLASは、第2回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（外務大臣）賞を

受
じゅしょう
賞しました。NGO・PLASは、「困

こま
っている子

こ
どもたちが、前

まえ
向
む
きに生

い
きられるようにする」ことを目

め ざ
指しています。

アフリカのウガンダやケニアで、シングルマザーの家
か て い
庭を助

たす
けています。ウガンダでは、お母

かあ
さんたちが自

じ ぶ ん
分の力

ちから
で

安
あんてい
定した収

しゅうにゅう
入を得

え
るための方

ほうほう
法として、新

あたら
しいビジネスを始

はじ
めるためのサポートをしています。ケニアでは、HIV/エ

イズで困っている子どもたちに、これからの人
じんせい
生の計

けいかく
画を立

た
てる方法を教

おし
えています。このようにNGO・PLASは、も

のやお金
かね
による支

し え ん
援だけではなく、困っている家

か ぞ く
族たちが自分たちの力で前に進

すす
めるようなサポートをしています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

特
と く て い

定非
ひ

営
え い

利
り

活
か つ ど う

動法
ほ う じ ん

人
エイズ孤

こ じ

児支
し え ん

援NGO・PLAS
［エヌジーオープラス］

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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株式会社LIXIL（以
い か
下、LIXIL）は、ゴール6・17に取

と
り組

く
んでいます。LIXILは第2

回ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（外務大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。LIXILは、世

せかいじゅう
界中の人

ひと
たちに安

あんぜん
全で

衛
えいせいてき
生的なトイレを使

つか
ってもらうため、安

やす
くて高

こうひんしつ
品質なトイレを開

かいはつ
発しました。そして、国

こくさいてき
際的な組

そ し き
織やNGOなどの

団
だんたい
体と協

きょうりょく
力して、さまざまな国

くに
で販

はんばい
売や設

せ っ ち
置をしています。LIXILの「みんなにキレイをプロジェクト」という活

かつどう
動は、

私
わたし
たちがLIXILの製

せいひん
品を1台

だい
買
か
うと、1ドルが寄

き ふ
付される仕

し く
組みで、主

おも
にケニアの学

がっこう
校への安全で衛生的なトイレの

設置や衛
えいせい
生教

きょういく
育など、衛

えいせい
生環

かんきょう
境を良

よ
くすることを目

め ざ
指す取り組みに活

かつよう
用されています。LIXILは、これまで45の国

で、4,500万
まんにん
人の人たちの衛生環境が良くなったとされたと発

はっぴょう
表しました（2023年

ねん
4月
がつ
時
じ て ん
点）。2025年までに1・

億
おくにん
人の人

ひとびと
々の衛生環境の改

かいぜん
善を通

つう
じて生

せいかつ
活の質

しつ
の向
こうじょう
上に貢

こうけん
献することを目指しています。

※絆
きずな
カードに掲

けいさい
載している数

す う ち
値は2022年までのものです。最

さいしん
新の情

じょうほう
報はWebサイトを確

かくにん
認してください。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社LIXIL
［リクシル］

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

広島、長崎、沖縄は、ゴール16に取
と
り組

く
んでいます。この3つの場

ば し ょ
所は、戦

せんそう
争の被

ひ が い
害

が大きかった場所です。広島と長崎では、戦争で大
おお
きな原

げ ん し
子爆

ばくだん
弾が落

お
とされて、多

おお
くの人

ひと
が亡

な
くなりました。これを

忘
わす
れないために、今

いま
もそのときのものを展

て ん じ
示したり、若

わか
い世

せ だ い
代に語

かた
り継

つ
いだりして、戦争を経

けいけん
験していない世代の人

ひと

たちや外
がいこく
国の人たちに「戦争は悲

かな
しいことだから、もうしないように。」と伝

つた
えています。広島は、これ以

いじょう
上原子爆弾を

作
つく
らないように訴

うった
え続

つづ
けています。長崎では、高

こうこうせい
校生たちが「もう戦争はいやだ！」という気

き も
持ちを書

か
いた紙

かみ
をたくさ

ん集
あつ
めて、国

こくれん
連に届

とど
けています。ほかにも、多くの人たちが平

へ い わ
和を大

たいせつ
切にするための活

かつどう
動をしています。沖縄は、アメ

リカ軍
ぐん
基
き ち
地がたくさんあるため、まちづくりや生

せいかつ
活が難

むずか
しくなっているところもあります。少

すこ
しでもその基地を減

へ
らし

てほしいと、日
にっぽん
本政

せ い ふ
府やアメリカ政府にお願

ねが
いしています。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

広
ひ ろ し ま

島、長
な が さ き

崎、沖
お き な わ

縄

組織・取り組み
の詳細
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ニッセイアセットマネジメント株式会社（以
い か
下、ニッセイアセット）は、ゴール8・9に

取
と
り組

く
んでいます。ニッセイアセットでは、企

きぎょう
業に対

たい
して環

かんきょう
境にやさしい取り組みや社

しゃかい
会に役

や く だ
立つ取り組みを進

すす
めて

いくよう働
はたら
きかけたり、そういった取り組みを行

おこな
っている企業に投

と う し
資することで、みんなの未

み ら い
来をより良

よ
くする活

かつどう
動

をしています。このように、環境や社会に良い取り組みをしている企業に投資し、長
ちょうきてき
期的に利

り え き
益を得

え
ることができる

投資をESG投
と う し
資※といい、ニッセイアセットではこの動

うご
きを加

か そ く
速させています。ESG投資によって、資

し さ ん
産（お金

かね
）を増

ふ

やしたいお客
きゃく
様
さま
の力
ちから
になるだけでなく、より良い社会をつくるための企業を応

おうえん
援することができ、これからの豊

ゆた
かな

社会づくりに貢
こうけん
献します。

※ESG投資…E=Environment（環
かんきょう
境）、S=Social（社

しゃかい
会）、G=corporate・Governance（コーポレートガバナ

ンス）を意
い し き
識した投資方

ほうほう
法

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

ニッセイアセットマネジメント
株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社

会宝産業株式会社（以
い か
下、会宝産業）は、ゴール8・12に取

と
り組

く
んでいます。第2回

ジャパンSDGsアワードでSDGs副本部長（外務大臣）賞を受
じゅしょう
賞しました。会宝産業は、自

じどうしゃ
動車リサイクルをしてい

る会
かいしゃ
社です。日

に ほ ん
本で買

か
い取った古

ふる
い自動車を解

かいたい
体して中

ちゅうこ
古部

ぶ ひ ん
品を取り出

だ
し、それらを世

せかいじゅう
界中に販

はんばい
売しています。それ

だけでなく、売
う
れない部品は加

か こ う
工して椅

い す
子やバッグなどを作

つく
り、再

さいりよう
利用することで循

じゅんかんがた
環型社

しゃかい
会の実

じつげん
現にも貢

こうけん
献して

います。会宝産業は、国
こくれん
連やブラジル、インド、マレーシア、ケニアの政

せ い ふ
府と協

きょうりょく
力し、現

げ ん ち
地の人

ひとびと
々に自動車リサイクルの

方
ほうほう
法を教

おし
えたり、リサイクル工

こうじょう
場を作る手

て だ す
助けをしたりしています。そのおかげで、現地にもリサイクル工場ができ、

捨
す
てられた車から部品を取り出して販売する仕

し く
組みが生

う
まれてきています。工場ができると、そこで働

はたら
く人
ひと
も必
ひつよう
要に

なるため、貧
ひんこん
困に悩

なや
む人や若

わか
い人たちに仕

し ご と
事を教えて、その人たちが働けるようにすることも目

め ざ
指しています。こうし

た取り組みが世界中に広
ひろ
がると、これまで起

お
きていたごみや排

は い き
気ガスの環

かんきょう
境問

もんだい
題を解

かい
決
けつ
することができ、また、働く

場
ば し ょ
所も生まれ、国

くに
全
ぜんたい
体の経

けいざい
済・環境・社会が豊

ゆた
かになります。

組織・取り組みの説明

組織の名前

・▶受賞歴

会
か い

宝
ほ う

産
さ ん ぎ ょ う

業株
か ぶ し き

式会
が い し ゃ

社

第
だ い

2回
か い

ジャパンSDGsアワード
SDGs副

ふ く ほ ん ぶ ち ょ う

本部長（外
が い む

務大
だ い じ ん

臣）賞
しょう

組織・取り組み
の詳細

組織・取り組み
の詳細
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